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■事業概要
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２．事業内容

(1) 国内皮革産業
のあるべき姿と
行動目標・ロー

ドマップの検討

(2) 日本製の皮革
及び皮革製品
の国内外普及

拡大のための
調査

検討委員会

検討事務局

①国内皮革産業
構造調査

（※調査①）

②国内普及に関
する調査

（※調査②）

③海外展開に関
する調査

（※調査③）

◼ 業界関係者・専門家等の委員12名×4回(ハイブリッド開催3回・書面開催1
回)

◼ 経済産業省と日本皮革産業連合会が合同で設置

◼ 課題整理、将来像・ロードマップ（案）検討、取りまとめ

(ア)国内皮革産地における実態と課題の把握
◼ 産地別合同ヒアリング会(産地団体,主要メーカー)(5産地8ヶ所うち1ヶ所はヒ

下記主要皮革メーカーヒアリング2社)
◼ その他主要皮革メーカーヒアリング(7社うち2社は上記産地状況把握)

(イ)皮革調達状況の実態と課題の把握
◼ 皮革関連業界・事業者ヒアリング(皮革製品製造,皮革使用製品製造異業

種,原料,卸・流通15社)
◼ 皮革調達に関わる事業者アンケート(対象400事業者)

(ア)国内一般消費者及びインバウンドの普及拡大ポテンシャル調査
◼ 国内消費者Webアンケート(全国の日本皮革製品利用者600ss回収)
◼ 国内消費者グループインタビュー(首都圏消費者6名×2Gr:性別)
◼ 訪日外国人Webアンケート(日本在5ヶ国外国人250ss回収)
◼ 訪日外国人グループインタビュー(首都圏外国人6名×2Gr:欧/亜)

(ア)国内鞄・靴メーカーのブランド力強化に向けた課題調査
◼ 国外展開している皮革製品メーカーヒアリング(4社)

(イ)国内外のグローバル企業による国産皮革利用に関する課題調査
◼ グローバル展開アパレルブランド・小売ヒアリング(4社)
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Ⅰ．国内皮革産業のあるべき姿と

行動目標・ロードマップの検討
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１．検討委員会の概要

（１）名称

◼ 国内皮革産業の維持・発展に向けた検討委員会（以下、「検討委員会」という。）

（２）検討委員会の目的

◼ 国内外での産業維持・発展に向けた課題を調査し、業界でのあるべき姿・行動目標を定め、ロー

ドマップを検討することで今後の政策展開に繋げていくことを目的として、経済産業省及び一般社

団法人日本皮革産業連合会が共同して本検討委員会を設置する。

（３）主な検討事項

◼ 国内皮革産業の維持・発展に向けた課題調査と対応策

◼ 国内皮革産業のあるべき姿、将来像

◼ あるべき姿、将来像に向けた行動目標

◼ 行動目標の実現に向けたロードマップ
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２．検討委員会の委員

（１）委員長

◼ 長沢 伸也 早稲田大学大学院経営管理研究科 教授

（２）委員

◼ 青野 元一  ㈱リーガルコーポレーション 代表取締役社長

◼ 大西 洋 ㈱羽田未来総合研究所 代表取締役社長 執行役員

◼ 遅澤 敦史  栃木レザー㈱ 代表取締役社長

◼ 染谷 昇  ソメスサドル㈱ 代表取締役会長

◼ 辻村 元一  丸紅インテックス㈱ 皮革部 部長

◼ 富田 常一 協同組合資材連 理事長

◼ 中嶋 幹夫  (一社)日本タンナーズ協会 会長

◼ 仁平 雄基  カリモク皆栄㈱ 購買部課長職

◼ 長谷川 隆章 ヤング産業㈱ 代表取締役社長

◼ 藤原 仁 (一社)日本皮革産業連合会 会長

◼ 盛岡 笑奈 LVMH メティエ ダール ディレクター

※敬称略・委員は五十音順
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３．検討委員会の開催経過

開催回 開催時期 議題等

第１回

検討委員会

2024年

11月25日（月）

15:00～17:00

①国内皮革産業の維持・発展に向けた検討委員会の設置

②事業概要と調査・検討の進め方

③各調査の実施方針・概要について

④国内皮革産業のあるべき姿と行動目標・ロードマップの構成要素と方向性について

• 講演：「国内ファッション・アパレルブランドの現状と課題」（長沢伸也 早稲田大学大

学院経営管理研究科 教授）

第２回

検討委員会

2025年

2月13日（木）

15:00～18:00

• 講演１）「伝統的産業とものづくりの継承と発展に、何が求められるのか」（盛岡委

員）

• 講演２）「国内皮革産業の付加価値向上 高島屋の事例」（高島屋MD本部紳

士マーチャンダイザー担当部長 久曽神 健 氏）

①調査結果概要（課題整理）

②将来像・目標・ロードマップ骨子素案について

第３回

検討委員会

2025年

3月4日（火）

10:00～12:00

①将来像・目標・ロードマップ（案）の検討（意見交換）

１）将来像・目標・ロードマップ（案）について

２）日本製レザー製品の強みについて

②将来像・目標・ロードマップ（案）のとりまとめについて

第４回

検討委員会

(書面開催)

2025年3月11日

（火）～13日（木）

①将来像・目標・ロードマップのとりまとめについて
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４．国内皮革産業のあるべき姿と行動目標・ロードマップの検討

◼ １．～３．に示す通り、「国内皮革産業の維持・発展に向けた検討委員会」の設置、開催運営を行いながら、「Ⅱ．日本製

の皮革及び皮革製品の国内外普及拡大のための調査」を実施し、当該調査結果及び検討委員会における議論を踏まえて、

国内皮革産業のあるべき姿と行動目標・ロードマップ（案）（①国内皮革産業のあるべき姿の定義、②国内皮革産業のある

べき姿に向けた行動目標・ロードマップの策定を含む。）の作成、検討を行った。

◼ 皮革関連産業関係者等のステークホルダーの意見反映と合意形成により、今後の主体的な取組につながるよう、検討委員会

は経済産業省及び一般社団法人日本皮革産業連合会（以下、「皮革産業連合会」という。）の合同設置とし、国内皮革

産業のあるべき姿と行動目標・ロードマップ（案）の作成や、検討委員会の開催運営について、経済産業省及び皮革産業連

合会と綿密に協議調整しながら検討を進めた。

◼ また、当該検討委員会の下で、「Ⅱ．日本製の皮革及び皮革製品の国内外普及拡大のための調査」を遂行し、国内皮革産

業及び隣接の異業種の業界を含めサプライチェーンの上流から下流に至るまで幅広く、産業の実態・課題と意見収集を行って

これを反映した。特に、皮革素材メーカー（タンナー）に関しては、一般社団法人日本タンナーズ協会の協力の下、国内主要

産地（5産地8ヶ所）を訪問し、各産地の組合等を通じ合同ヒアリング会等を開催して意見収集を実施した。

◼ 国内皮革産業のあるべき姿と行動目標・ロードマップ（案）について、検討委員会における審議を経て、「国内皮革産業のあ

るべき姿と行動目標・ロードマップ～国内皮革産業の革新に向けて～」として取りまとめを行った。

◼ 取りまとめた国内皮革産業のあるべき姿と行動目標・ロードマップは巻末に所収する。
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Ⅱ．日本製の皮革及び皮革製品の

国内外普及拡大のための調査
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Ⅱ-1.国内皮革産業構造調査

Ⅱ-1-1. 国内皮革産業構造調査結果

（現状と課題等）
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国内皮革産業構造の現状・課題等

産地別合同ヒアリング会、その他主要皮革メーカーヒアリング、皮革関連業界ヒアリング、皮革調達に関わる事業者ヒアリング、皮革調達に関わる

事業者アンケートの調査結果をもとに国内皮革産業構造の現状と課題等を整理した結果を示す。
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１．産地の状況

＜厳しい事業環境と産地内の多様化＞
◼ 兵庫県たつの市や姫路市の各地区、和歌山県和歌山市、東京都墨田区、埼玉県草加市と

いった主要産地では、いずれも例外なく事業者数、出荷額ともに減少トレンドにあり、ピーク時から
は大幅に落ち込んでいるのが実情である。この状況はコロナ禍を経た後、むしろ課題がより顕在化
するように厳しい状況に入っていることがうかがえる。

◼ 【たつの・姫路の各産地】（兵庫県たつの市・姫路市）
たつのや姫路の各産地では、かつて産地ごとに皮革の硬軟や主な皮革用途といった傾向や特長も存在し
ていたようであるが、なめし技術の向上（薬品等）に伴い産地依存性が低くなっていることや、他方で
マーケットの大きな変化の中での注文の少量・多品種化が進行する中で、また厳しい事業環境とあいまっ
て、産地内で各事業者ごとに取扱品目や受注・生産形態を転換していることがうかがわれ、産地内の多
様化が進んでいる。

◼ 【和歌山産地】（和歌山県和歌山市）
事業者数が非常に少なくなっており、産地一体で対応しているというよりは、事業者ごとに、加工に特化あ
るいは重点シフト、馬革対応など、個々に工夫を図っている。

◼ 【墨田産地】（東京都墨田区）
もともとピッグスキンの産地として知られるが、事業者数の減少とあいまって、全体としてはピッグスキン、牛
革、エキゾチックレザーの事業者や、加工事業者など多様な状況にある。

◼ 【草加産地】（埼玉県草加市）
産地形成当時からタンナーに加えて、縫製・加工など皮革製品製造にかかわる職人や事業者も集まって
きた経緯があり、素材から製品づくりまでの事業者が集積しているのが特長である。比較的、産地内のタン
ナーと製品製造事業者を含めた連携の機運はあるものの、もともと個々の事業者がおかれている状況の
多様さとも相まって、産地一体となったブランディングには課題もみられる状況にある。
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２．原皮調達

＜高品質の原皮確保の困難さ＞

◼ タンナーにおける牛の原皮調達は一般に、用途とコストに応じ、輸入と国産が使い分けられており、

ある程度、原皮品質に応じた薬品使用等のなめし技術により、原皮品質をカバーする対応がなさ

れている（なお、豚の原皮調達は国産が大半を占め、タンナーからは良質と認識されている）。

◼ しかし用途によるとはいえ実際には和牛等の脂分が多い食肉生産を志向する国内畜産に由来す

る国産原皮は、高品質皮革製造では適さないと認識されており、タンナーも品質的には輸入原皮

を求める傾向にある。現状でも国産原皮か輸入原皮かは用途とコストによる使い分けがなされて

いるが、円安により現在国産原皮にやむなくシフトしている状況にある。

◼ 皮革製品製造メーカーの中には、国内タンナーが欧州と技術的には比肩するものの高品質の原

皮調達力に圧倒的な差があることを課題視する意見もあり、特に牛革については高品質の原皮

をいかに確保するかも看過できない。

◼ 他方、商社からは畜産業の産地から生ずる原皮のうち最高品質のものは当該産地近隣で確保

される傾向があることが指摘されており、一般に気候や畜産形態から北米・欧州産の牛の原皮が

高品質とされることから、地理的な不利を解決することは容易ではないといえる。また、ごく少量しか

流通しないカーフスキン等の特殊なものを除き、北米・欧州産の高級原皮でも調達自体は可能

ではあるものの、高価格であることから皮革流通先のボリュームゾーンがハイブランド等ではない日

本のタンナーの原料価格水準に見合わないのが実情であることも指摘されている。
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３．生産の状況

＜なめし革製造工程の途絶リスクの高まり＞
◼ 各産地内では、ほとんどの工程を完結できる事業者も一部存在するものの、基本的には分業体

制にあり、特になめしの準備工程や、なめしの中のシェービング等の一部工程は、タンナーからの外
注によって対応する事業者が存在する。

◼ 各産地とも例外なく、特にこうした外注でまかなってきた工程を担う事業者の廃業による減少や、
高齢化と後継者不足に伴う消滅リスクに直面しており、既に産地内ではすべての工程を完結でき
なくなっているところのほうが多い。

◼ このように分業体制にある産地という観点からは、なめし革製造工程の途絶リスクが高まっており、
何らかの形で、こうした途絶リスクの高い工程を維持していくことが求められる状況にある。

◼ 一方、なめしの準備工程は担い手も少ないこともあり、タンナーの中には直接対応や外注を行わ
ず、ウェットブルーの調達にシフトする事業者も少なくない。排水処理の課題やLWG対応を念頭に、
将来的になめしから手を引き、加工に特化して高付加価値化を図ることを検討している事業者も
存在する。他方で、逆にこうした状況への対応や、自社素材のブランディングにつなげる観点から、
あえて全工程自社製造で対応する事業者も存在する。このように各事業者の強みや戦略に応じ
た対応や工夫もみられるようになっている。

＜人材・後継者不足＞
◼ なめし革製造の一部工程の途絶リスクだけでなく、担い手が高齢化しつつある一方で、厳しい事

業環境の中で労働環境や賃金等の条件整備を十分整えられず、新しい人材流入が難しく、今
後、担い手不足が懸念される状況にある。

◼ 事業者自身、先行き不安の中で、後継者不足あるいは跡を継がせてよいものかどうかとの不安も
持たれている。
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４．タンナーの営業・販売の状況
（1）タンナーと皮革卸の関係

＜皮革卸依存と皮革卸の機能低下＞
◼ タンナーの販売先は、現在においても皮革卸が大半を占めるという事業者が多く、国内皮革業界

において皮革素材の流通には依然として皮革卸が主要な役割を果たしていることがうかがえる。一
部で皮革製品メーカーと直接取引している事業者は存在するが、多くの場合、積極的な営業開
拓ではなく、タンナーと製品メーカーを媒介していた皮革卸の廃業に伴って直接取引を余儀なくさ
れたケースなど、受動的経緯によるものが多いとみられる。

◼ このように現在も皮革卸依存が顕著であるが、皮革卸が在庫機能を果たさなくなり、皮革製品
メーカーの注文の媒介機能だけになっているなど、機能低下が指摘されている。こうした中で値上
げ交渉に容易に応じてもらえないこと等に疑問を持つ声や、存在意義を疑問視する声もなくはな
い。

◼ しかしながら、皮革製品メーカーからの要望や苦情への対応、調整などを自前で担うには営業部
署や人員を確保しなければ対応できず、その余力がないこと等から、今後も皮革卸は必要である
と認識されている。

◼ この点、皮革製品メーカーもタンナーとの直接取引ではなく皮革卸を介して調達したい傾向が認め
られ、タンナーと同様、皮革卸は必要と認識されている。

◼ 他方で、皮革卸も従来の商流の中での皮革製品メーカーからの調達の大幅な減少の中で厳しい
事業環境に置かれており、廃業により事業者数も減少している。存続している皮革卸においても、
かつての国内皮革製品メーカーと国内タンナーとの仲立ちをする事業は、過去の大口のライセンス
生産やOEM生産が大幅に減少する中で落ち込みが大きく、新たな事業を含む展開が試みられつ
つある。今後、従来の商流を前提にした皮革卸機能が復活することは考えにくく、皮革卸も旧来
型の皮革卸は徐々に姿を消し、事業者ごとに個性を発揮して事業も業態も転換していかざるを
得ず、皮革卸が多様化していくとの指摘もなされている。

◼ なお、情に依存した旧来的な業界慣習・取引慣行によるタンナーと皮革卸の関係性を合理的で
透明性あるものに転換していくべきとの指摘がなされていることも留意が必要である。
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４．タンナーの営業・販売の状況
（2）皮革素材の展開と製品づくりとの関係

＜容易ではない営業展開・販売促進＞
◼ タンナーも厳しい事業環境の中で、取扱品目や受注・生産形態の転換や重点のシフト、自社ブラ

ンド製品を通じた発信の試みなど、何らかの営業展開・販売促進の工夫を図ろうとする動きもみら
れ、先行事業者では、ブランディングや、デジタル活用・EC展開、将来的な海外展開なども必要
であることが認識されている。しかし中小・小規模事業者が多く、また投資余力もない中では、部
署・人員を割いたり、本格的な対応が容易ではないのが実情であることがうかがえる。

◼ ブランディングは一部の先行事業者においても徐々に試行錯誤している段階であり、海外展開は
タンナー全般に本格的には未対応、取組意欲のある先行事業者でもこれから徐々に取り組んで
いきたいという段階である。

◼ マーケティング・ブランディング強化や海外展開は、従来から皮革産業振興上の課題として認識さ
れ、長年にわたり対策も講じられてきている中で、これらの課題に関してタンナーが置かれている状
況を鑑みると、依然、課題解決に向けた十分な効果を発揮しきれていない。個別事例的成果は
創出されているが、中長期的な展開や皮革産業界の課題解決につながるには至っていない。中
小・小規模事業者が多いことや、皮革業界が置かれている厳しい状況を踏まえて、実際に課題
解決につなげていくための効果的な支援策が必要である。

◼ タンナーは最終製品の原材料である素材を供給する立場であり、最終製品が売れなければ皮革
素材も売れないという観点から、また以上のような現実から、各皮革産地で多くのタンナーから、皮
革製品メーカーに売れる製品づくりを期待する意見が提起されている。

◼ 一方、タンナーの中には、製品づくりや、消費者やマーケットに近いところでの素材づくりを希望する
声も少なくない。

◼ 以上のように、先述のタンナーと皮革卸の関係を含め、従来の商流にもとづくサプライチェーン構造
がすでに崩れていることがみてとれる。現在から将来にわたってマーケットに応答できる皮革素材と
製品づくりが一体となった仕組みの再構築が避けられない状況にある。
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５．皮革卸・皮革製品メーカー・流通からみた国産皮革素材

＜再現性・安定性としての高品質＞

◼ 国内タンナーで製造された国産皮革素材について、これを調達する皮革卸、皮革製品メーカー、

さらに皮革関連製品の小売等の流通からは、総じてなめし技術は欧州のタンナーに比肩し、品質

は高いと評価される傾向がある。一方で、実際の製品への選択状況等を確認していくと、そのよう

に評価しながらも、必ずしも国産皮革素材を選択しているとは限らないことがうかがわれ、より具体

的に評価理由を確認すると、欧州の輸入皮革を評価するときの品質の意味とやや異なっているこ

とがみてとれる。

◼ 欧州の輸入皮革素材については、総合的には品質にばらつきがある等の指摘もなされる一方で、

その中で評価できる素材は、卓越した素晴らしさ、製品づくりに使いたくなる良さとしての高品質が

あり、またタンナーやその素材自体がブランド化されていると捉えられている。

◼ 他方、国産皮革素材は、毎回同じ安定した素材が提供されるという再現性や、素材の中の仕上

がりにむらがないという低不良率としての安定性、そして地理的に輸入より短納期であることに加え

納期までに確実に提供されるという納期安定性といった再現性・安定性としての高品質と捉えられ

ている。一方で、国産皮革にはデザイン、発色などのトレンド性に劣るとの指摘や、タンナーや素材

がブランド化されているものがほとんどなく、皮革卸からは素材を売る立場から、素材にブランドがな

いことは売りにくいとの声もある。
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５．皮革卸・皮革製品メーカー・流通からみた国産皮革素材

＜再現性・安定性としての高品質＞-つづき

◼ また、国産皮革素材が原料費高騰ともあいまって近年の急激な値上がりで欧州の輸入皮革素

材と比べても価格競争力が失われているとも指摘されている。一方で、国内タンナーにとっては原

料費高騰からそれでも価格転嫁が十分できていないことに起因して、皮革卸や皮革製品メーカー

からは以前よりも品質が低下しているとの指摘もある。

◼ 以上の状況から、皮革卸や国産皮革製品メーカーの中には、国産皮革より、価格、デザイン性、

ブランディング視点から輸入皮革を求める傾向が強まってきている。またグローバル展開する大手ブ

ランド・メーカーでは、サステナビリティ調達を進める中で、LWG調達への転換を図ることを企図して

国産皮革離れも示唆されている状況にある。

◼ 最前線のファッション・ファニチャー等の国内外の著名デザイナーとの連携など、思い切った異業種

連携を通じた展開で国産皮革素材やこれを使った国産皮革製品のデザイン性、ブランド力の革

新を図るべきとの意見も提起されている。異業種連携やマーケティング・ブランディング強化は、従

来から皮革産業界の課題として対策が講じられている中で、指摘されているような、さらなる革新

的な取組に向け、効果的な支援策が必要である。
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６．サプライチェーンを通じた皮革業界の現状・課題
◼ 最高品質の原皮は産地近隣で確保され、北米・欧州産の最高品質の原皮確保は困難。
◼ 用途によるが、和牛等の脂分が多い食肉生産を志向する国内畜産に由来する国産原皮は高品質皮

革製造では適さない。

皮革産地

タンナー

皮革卸

皮革製品メーカー

原皮調達

流通（卸、小売）

国内消費者

訪日外国人

◼ 輸入皮革（高品質＝素晴らしさ、ブランド）に比べ、国産皮革は安定（品質、納期）しているが中間
的。皮革卸からはブランド化された国産皮革がほとんどなく、売りにくいとも。

◼ 近年の急激な値上がりと原料費高騰ともあいまって国産皮革の価格が高い。それでも価格転嫁が十分
できていないことに起因する品質低下の指摘も。

◼ 国産皮革より、価格、デザイン性、ブランディング視点から輸入皮革を求める傾向が強まっている（特に
大手の非皮革製品専門メーカー）。大手はLWG調達から国産皮革離れも示唆。

◼ 製品メーカーもタンナー直接取引ではなく卸と取引したい傾向。皮革卸は必要と認識されている。
◼ 大口OEM生産、大口ライセンス生産を背景とする過去の商流復活は見込めない。
◼ 旧来型の皮革卸はなくなり各社個性を持ち多様化していく。
◼ 価格形成のためにも、皮革関係事業者の規模の最適化などが必要との指摘。

◼ 小物を中心に使用継続意向はあるが「機能上このアイテムは皮革製品」という状況でなく、選択肢の１
つ。皮革製品の嗜好品化が進行。多様化・細分化・個別化したニーズへの反応が求められている。

◼ 今のところ残存する「日本製/Made in Japanは良い・安心」イメージからの漠然とした肯定的評価。
◼ しかし日本製皮革製品、日本製皮革素材への印象・イメージが薄く、具体的な評価ポイントがない。
◼ 日本人、欧米人、アジア人とも、デザインが古い、特徴がないとの印象も。
◼ サステナビリティは購買の「決め手」にはなりづらい（後押しの一材料）。

◼ 輸入原皮を求める傾向。国産原皮か輸入原皮かは用途とコストによる使い分け（円安により現在国産
原皮にやむなくシフト）

◼ 販売先は現在も皮革卸依存が顕著。皮革卸は必要と認識されている。
◼ 皮革卸の機能低下（在庫を積んでもらえない）、値上げに応じてもらえない等の不満。
◼ 海外展開は全般的には未対応。先行事業者でもこれから徐々にという段階。
◼ 皮革卸、製品メーカーに売れる製品づくりを期待。
◼ 一方、製品づくりや、消費者やマーケットに近いところでの素材づくりを希望する声も少なくない。
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Ⅱ-1.国内皮革産業構造調査

Ⅱ-1-2. 皮革調達に関わる事業者アンケート
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1． 調査概要
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1-1．調査概要

調査目的
⚫ 皮革卸や皮革関連製品製造業など皮革調達に関わる事業者を対象とするアンケートを実施し、タ

ンナー以外の皮革関連事業者の事業や経営の実態、皮革調達状況や国産/輸入皮革に対する認
識・評価を把握する。

調査手法 Webアンケートと郵送アンケートを併用

調査対象
日本皮革産業連合会傘下の皮革卸、皮革関連製品製造業などの主要業界団体の会員社
※主要業界団体からの依頼発信先は当該団体に一任

調査実施期間 2025年2月20日（木）～3月10日（月）

調査実施機関
三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社

日本皮革産業連合会及び主要業界団体の協力で実施

有効回収数 65サンプル（事業者） ※回収率16%程度
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2． 調査結果
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2-1．業種【主たる事業】

◼ 「革製履物製造業」、「かばん製造業」の割合が高く、それぞれ18.5%である。次いで、「原皮商（13.8%）」、「革製品卸売業（13.8%）」、「革
卸売業（7.7%）」、「袋物製造業（7.7%）」、「上記以外の製造業（具体的に）（7.7%）」、「その他（7.7%）」である。

問1（1）①.貴社の主たる事業を１つだけご記入ください。(SA)
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2-2．業種【全ての業種】

問1.（1）②貴社の事業としてあてはまるものすべてをご記入ください。(MA)

◼ 「革製品卸売業」の割合が最も高く33.8%である。次いで、「かばん製造業（27.7%）」、「革製履物製造業（21.5%）」である。
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2-5．所属している団体・組合名

◼ 「日本鞄ハンドバッグ協会」の割合が最も高く26.2%である。次いで、「その他（18.5%）」、「一般社団法人 日本畜産副産物協会（15.4%）」
である。

問1（4）.所属している団体・組合名(MA)
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2-8．皮革関連製品（中間製品、皮革関連製品の原料・資材等を含む）の売上の比較

（対10年前比）

◼ 「50%～70%未満」の割合が最も高く18.5%である。次いで、「70%～80%未満（16.9%）」、「30%～50%未満（12.3%）」、「10%～30%未満
（12.3%）」である。

問4.貴社における皮革関連製品（中間製品、皮革関連製品の原料・資材等を含む）の売上は、

約10年前と比べて、おおむねどの程度か最も近いものをお答えください。(SA)
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2-9．売上が同程度か増加している主な要因

◼ 「新たな皮革関連製品を開発、販売展開した。」、「営業努力で新たな顧客、販売経路を獲得できた。」の割合が高く、それぞれ53.8%であ
る。次いで、「ECサイトでの販売を展開した。（38.5%）」、「マーケティング・ブランディングの強化により顧客や消費者の支持が高まった。
（30.8%）」である。

問4-副問A.同程度か増加している主な要因としてあてはまるものをお答えください。(MA)
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販
売
展

開
し
た
。

営
業
努
力
で
新
た
な
顧
客
、
販
売
経
路
を

獲
得
で
き
た
。

E
C

サ
イ
ト
で
の
販
売
を
展
開
し
た
。

従
来
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
海
外
展
開
を

実
施
あ
る
い
は
従
来
よ
り
も
拡
大
し
た
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
強

化
に
よ
り
顧
客
や
消
費
者
の
支
持
が
高

ま
っ
た
。

事
業
承
継
等
に
よ
り
業
容
を
拡
大
し
た
。

最
近
の
消
費
・流
通
形
態
に
あ
わ
せ
て
、
従

来
の
皮
革
関
連
製
品
の
事
業
内
容
・構
造

や
仕
入
・販
売
の
取
引
先
を
変
更
し
た
。

従
来
か
ら
の
輸
出
事
業
が
円
安
で
好
調
で

あ
る
。

そ
の
他

要
因
は
わ
か
ら
な
い
。

無
回
答

(n=13)n=約10年前より売上が同程度か増加している
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2-10．売上が減少している主な要因

◼ 「従来の販売先が廃業、縮小、事業転換により、販売経路が縮小した。」の割合が最も高く67.3%である。次いで、「消費者のライフスタイ
ル・消費傾向の変化で自社で取り扱う皮革関連製品やその最終製品が売れなくなった。（48.1%）」、「円安、原料費高騰による値上げに伴
い価格競争力が低下した。（44.2%）」である。

問4-副問B.減少している主な要因としてあてはまるものをお答えください。(MA)
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ラ
イ
セ
ン
ス/

O
E
M

製
品
の
取
り
扱
い
が
減

少
し
た
。

従
来
の
販
売
先
が
廃
業
、
縮
小
、
事
業
転

換
に
よ
り
、
販
売
経
路
が
縮
小
し
た
。

流
通
構
造
の
変
化
で
従
来
の
販
売
経
路
で

自
社
で
取
り
扱
う
皮
革
関
連
製
品
が
売
れ

な
く
な
っ
た
。

消
費
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・消
費
傾
向
の

変
化
で
自
社
で
取
り
扱
う
皮
革
関
連
製
品

や
そ
の
最
終
製
品
が
売
れ
な
く
な
っ
た
。

円
安
、
原
料
費
高
騰
に
よ
る
値
上
げ
に
伴

い
価
格
競
争
力
が
低
下
し
た
。

皮
革
以
外
の
素
材
（合
成
皮
革
、
繊
維
等
）

を
使
用
し
た
製
品
を
拡
大
し
、
皮
革
関
連

製
品
の
取
り
扱
い
が
減
少
し
た
。

最
近
の
消
費
・流
通
形
態
に
あ
わ
せ
て
、
従

来
の
皮
革
関
連
製
品
の
事
業
内
容
・構
造

を
転
換
又
は
縮
小
し
た
。

そ
の
他

要
因
は
わ
か
ら
な
い
。

無
回
答

(n=52)n=約10年前より売上が減少している
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2-12．皮革関連製品（中間製品、皮革関連製品の原料・資材等を含む）の利益率の

向上をはばむ要因

◼ 「円安により原料費が高騰している。」の割合が最も高く72.3%である。次いで、「人員・手間がかかり、人件費のコストが高い。（51.1%）」、
「消費者へ流通するマーケットで最終製品の価格が伸び悩んでいる。（38.3%）」である。

問5-副問.皮革関連製品（中間製品、皮革関連製品の原料・資材等を含む）の利益率の向上をはばむ要因としてあてはまるものをお答えください。(MA)
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円
安
に
よ
り
原
料
費
が
高
騰
し
て
い
る
。

製
造
工
程
が
廃
業
等
に
よ
り
更
に
分
散
化

し
て
非
効
率
に
な
っ
て
い
る
。

販
売
・流
通
過
程
に
関
わ
る
中
間
事
業
者

が
多
く
自
社
利
益
を
確
保
で
き
な
い
。

製
造
に
関
わ
る
設
備
へ
の
投
資
、
維
持
・管

理
の
コ
ス
ト
が
高
い
。

人
員
・手
間
が
か
か
り
、
人
件
費
の
コ
ス
ト

が
高
い
。

人
材
育
成
に
手
間
・コ
ス
ト
が
か
か
る
。

人
材
が
定
着
せ
ず
労
働
生
産
性
が
向
上
し

な
い
。

広
告
宣
伝
費
や
店
舗
経
費
な
ど
、
販
売
に

関
わ
る
コ
ス
ト
が
高
い
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
販
路
開
拓
、
海
外
展
開

等
に
リ
ソ
ー
ス
を
割
く
余
力
が
な
く
売
上

拡
大
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

消
費
者
へ
流
通
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
最
終
製

品
の
価
格
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
に
必
要
な
コ
ス
ト

が
高
い
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
に
割
く
余
力
が

な
く
機
会
損
失
か
ら
売
上
に
影
響
が
出
て

い
る
。

そ
の
他

要
因
は
わ
か
ら
な
い
。

(n=47)n=約10年前より利益率が減少している
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2-14．事業の種類

◼ 「皮革関連製品（皮革使用の靴、衣料、ベルト、鞄、バッグ等の最終製品）の製造」の割合が最も高く63.1%である。次いで、「現在上記の事
業は行っていない。（23.1%）」、「皮革素材の卸売（16.9%）」である。

問7.貴社では、現在下記の事業を行っていますか。貴社の従来の主たる事業に関わらず、現在の実施状況で、あてはまるものをすべてお答えください。(MA)
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23.1 
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皮
革
素
材
の
卸
売

皮
革
関
連
製
品
（皮
革
使
用
の
靴
、
衣
料
、
ベ

ル
ト
、
鞄
、
バ
ッ
グ
等
の
最
終
製
品
）の
製
造

現
在
上
記
の
事
業
は
行
っ
て
い
な
い
。

無
回
答

(n=65)
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2-15．販売または製造原料として仕入れている生地素材

（天然皮革、人工皮革、繊維生地など）

◼ 「成牛革」の割合が最も高く93.9%である。次いで、「豚革（53.1%）」、「馬革（49.0%）」、「合成皮革（49.0%）」である。

問8.貴社が現在、販売または製造原料として仕入れている生地素材（天然皮革、人工皮革、繊維生地など）をすべてお答えください。(MA) 
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42.9 
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49.0 
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4.1 
6.1 
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49.0 

10.2 
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革

山
羊
革

豚
革

猪
革

鹿
革

ヘ
ビ
革

ワ
ニ
革

ト
カ
ゲ
革

そ
の
他
の
天
然
革

人
工
皮
革

合
成
皮
革

再
生
皮
革
（リ
サ
イ
ク
ル
レ
ザ
ー
）

繊
維
生
地

(n=49)
n=皮革素材の卸売又は皮革関連製品の製造を行っている
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2-20．現在、継続的に仕入れている輸入皮革の生産国

◼ 「イタリア」の割合が最も高く70.7%である。次いで、「中国（26.8%）」、「バングラデシュ（26.8%）」、「アメリカ合衆国（19.5%）」、「フランス
（19.5%）」である。

問12-副問.現在、継続的に仕入れている輸入皮革の生産国をお答えください。(MA) 

n=皮革素材を輸入している

19.5 

7.3 

70.7 

19.5 

4.9 
9.8 

26.8 

2.4 0.0 
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イ
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イ
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中
国

韓
国

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

イ
ン
ド

そ
の
他

無
回
答

(n=41)
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2-21．国産皮革と輸入皮革を仕入れている理由【国産皮革】

◼ 「品質のむらのなさ・安定した再現性のある皮革素材である」の割合が最も高く41.9%である。次いで、「不良品率が低い（25.6%）」、「納期
が守られる（25.6%）」、「風合い・発色・加工・経年変化性といった皮革素材の完成度が優れる（23.3%）」である。

問13①. 国産皮革を仕入れている理由(MA) 
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23.3 
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ン
ナ
ー
や
皮
革
素
材
の
認
知
度
・ブ
ラ
ン

ド
力
が
あ
る

皮
革
産
地
の
認
知
度
・ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ

る

風
合
い
・発
色
・加
工
・経
年
変
化
性
と
い
っ

た
皮
革
素
材
の
完
成
度
が
優
れ
る

皮
革
素
材
の
堅
牢
度
・永
年
使
用
性
に
優

れ
る

最
新
の
ト
レ
ン
ド
に
マ
ッ
チ
し
た
皮
革
素
材

で
あ
る

品
質
の
む
ら
の
な
さ
・安
定
し
た
再
現
性

の
あ
る
皮
革
素
材
で
あ
る

表
面
加
工
が
特
徴
的
・ユ
ニ
ー
ク
な
皮
革
素

材
で
あ
る

製
造
・加
工
が
し
や
す
い
皮
革
素
材
で
あ

る

防
水
性
な
ど
の
高
い
機
能
性
の
あ
る
皮
革

素
材
で
あ
る

L
W

G

認
証
取
得
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
対

策
が
十
分
で
あ
る

生
産
力
が
高
く
安
定
し
た
調
達
が
可
能
で

あ
る

不
良
品
率
が
低
い

納
期
が
守
ら
れ
る

低
価
格
で
あ
る

品
質
と
価
格
の
バ
ラ
ン
ス
（コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
）が
良
い

そ
の
他
仕
入
れ
で
重
視
し
て
い
る
点
が
あ

る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

(n=43)
n=国産皮革を仕入れている
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2-22．国産皮革と輸入皮革を仕入れている理由【輸入皮革（欧米産）】 

◼ 「風合い・発色・加工・経年変化性といった皮革素材の完成度が優れる」の割合が最も高く54.1%である。次いで、「タンナーや皮革素材の
認知度・ブランド力がある（45.9%）」、「皮革産地の認知度・ブランド力がある（29.7%）」である。

問13②.輸入皮革（欧米産）を仕入れている理由(MA)
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皮
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産
地
の
認
知
度
・ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ

る

風
合
い
・発
色
・加
工
・経
年
変
化
性
と
い
っ

た
皮
革
素
材
の
完
成
度
が
優
れ
る

皮
革
素
材
の
堅
牢
度
・永
年
使
用
性
に
優

れ
る

最
新
の
ト
レ
ン
ド
に
マ
ッ
チ
し
た
皮
革
素
材

で
あ
る

品
質
の
む
ら
の
な
さ
・安
定
し
た
再
現
性

の
あ
る
皮
革
素
材
で
あ
る

表
面
加
工
が
特
徴
的
・ユ
ニ
ー
ク
な
皮
革
素

材
で
あ
る

製
造
・加
工
が
し
や
す
い
皮
革
素
材
で
あ

る

防
水
性
な
ど
の
高
い
機
能
性
の
あ
る
皮
革

素
材
で
あ
る

L
W

G

認
証
取
得
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
対

策
が
十
分
で
あ
る

生
産
力
が
高
く
安
定
し
た
調
達
が
可
能
で

あ
る

不
良
品
率
が
低
い

納
期
が
守
ら
れ
る

低
価
格
で
あ
る

品
質
と
価
格
の
バ
ラ
ン
ス
（コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
）が
良
い

そ
の
他
仕
入
れ
で
重
視
し
て
い
る
点
が
あ

る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

(n=37)
n=欧米産産皮革を仕入れている
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2-23．国産皮革と輸入皮革を仕入れている理由【輸入皮革（アジア産）】 

◼ 「低価格である」の割合が最も高く51.9%である。次いで、「品質と価格のバランス（コストパフォーマンス）が良い（25.9%）」、「皮革素材の
堅牢度・永年使用性に優れる（11.1%）」、「製造・加工がしやすい皮革素材である（11.1%）」である。

問13③.輸入皮革（アジア産）を仕入れている理由(MA)
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皮
革
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の
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知
度
・ブ
ラ
ン
ド
力
が
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風
合
い
・発
色
・加
工
・経
年
変
化
性
と
い
っ

た
皮
革
素
材
の
完
成
度
が
優
れ
る

皮
革
素
材
の
堅
牢
度
・永
年
使
用
性
に
優

れ
る

最
新
の
ト
レ
ン
ド
に
マ
ッ
チ
し
た
皮
革
素
材

で
あ
る

品
質
の
む
ら
の
な
さ
・安
定
し
た
再
現
性

の
あ
る
皮
革
素
材
で
あ
る

表
面
加
工
が
特
徴
的
・ユ
ニ
ー
ク
な
皮
革
素

材
で
あ
る

製
造
・加
工
が
し
や
す
い
皮
革
素
材
で
あ

る

防
水
性
な
ど
の
高
い
機
能
性
の
あ
る
皮
革

素
材
で
あ
る

L
W

G
認
証
取
得
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
対

策
が
十
分
で
あ
る

生
産
力
が
高
く
安
定
し
た
調
達
が
可
能
で

あ
る

不
良
品
率
が
低
い

納
期
が
守
ら
れ
る

低
価
格
で
あ
る

品
質
と
価
格
の
バ
ラ
ン
ス
（コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
）が
良
い

そ
の
他
仕
入
れ
で
重
視
し
て
い
る
点
が
あ

る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

(n=27)n=アジア産産皮革を仕入れている
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2-28．国産の皮革関連製品が、欧米産、アジア産の輸入皮革関連製品と比べて

優位性がある点【欧米産】

◼ 「製品の品質安定性・不良品率の低さ」の割合が最も高く60.0%である。次いで、「製品の完成度（44.6%）」、「製品の製造・加工技術
（30.8%）」である。

問18（1）.欧米産の皮革関連製品と比べて国産に優位性がある点(MA)
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テ
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2-29．国産の皮革関連製品が、欧米産、アジア産の輸入皮革関連製品と比べて

優位性がある点【アジア産】

◼ 「製品の品質安定性・不良品率の低さ」の割合が最も高く61.5%である。次いで、「製品の完成度（49.2%）」、「製品の製造・加工技術
（43.1%）」である。

問18（2）.アジア産の皮革関連製品と比べて国産に優位性がある点(MA)
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2-30．国産の皮革関連製品が、産地に関わらず輸入皮革関連製品と比べ、

総合的にみて劣っている・又は弱点である点

◼ 「海外・グローバルでの認知度・ブランド力」の割合が最も高く55.4%である。次いで、「価格の安さ・価格競争力（47.7%）」、「国内での認知
度・ブランド力（40.0%）」である。

問19.国産の皮革関連製品（皮革使用の靴、衣料、ベルト、鞄、バッグ等の最終製品）が、産地に関わらず輸入皮革関連製品と比べ、

総合的にみて劣っている・又は弱点であると認識している点についてお答えください。(MA)
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2-33．今後、日本の皮革産業の課題を克服し、持続的発展を遂げるために

必要な対応

◼ 「国内における国産皮革製品の認知・ブランド力の向上」の割合が最も高く60.0%である。次いで、「海外における国産皮革製品の認知・ブ
ランド力の向上（56.9%）」、「後継者・担い手の育成・定着化（53.8%）」、「海外への販路開拓・輸出促進（53.8%）」である。

問22.今後、日本の皮革産業の課題を克服し、持続的発展を遂げるには、どのような対応が必要だと思いますか。(MA)
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※下線は報告書作成者による

2-34．今後、日本の皮革産業の課題を克服し、持続的発展を遂げるために

必要な対応（自由記述意見）

■サプライチェーン構築、ブランディング、消費者訴求に関する意見

⚫日本なめしの革が欧州なめし革にくらべて何が秀でているのか、また日本製造品が海外製造品にくらべて何が秀でてい
るのかを、国内当事者からの目線ではなく海外（ターゲットとする消費国）からの目線で定義し、その部分を売りにした革
と製造における優位性を売りにしたサプライチェーンの構築補助が必要かと思われる。（革製品卸売業）

⚫国内シェアをしっかり獲得できるようになるべきと思う。日本製品は日本が一番売りやすいはずだが、国内シェアはかな
り低い。皮革産業の抱える課題はかなり大きく根深く思う。私が知るタンナーと靴メーカーにおいては世界と比較して設
備が悪く、製品競争力は低いまま上がらない。皆儲かっていないので投資もできず、雇用環境も上げることも難しい。良
い人材も入ってきづらい、資材業者が廃業して行った結果材料を選べる幅が海外に比べるとかなり少なく競争力の差は
縮まる気がしない。 弊社においてはブランディングが要と思ってやっているが、思うような結果を得るのは難しく、まだま
だ体力を使ってやっていく必要がある。これが取り組みたくても挫折する会社があるのは想像がつく。 大幅に輸入関税を
かけるなどして無理やり日本製品を消費させるくらいしかないのではないかと思う。 （革製履物製造業）

⚫我々の世代は「革は高級品」として捉えていましたが、昨今では革製商品であるメリットが消費者に対して認識されてな
い様に感じます。革であるメリットって何でしょうか？ （革製履物製造業）

⚫革はサスティナブルな素材であることの継続的な発信。 革製品がトレンドとなるための発信をして頂きたいです。（かば
ん製造業）

⚫一つ一つの会社は小規模でも、たつの市の揖保乃糸や豊岡市の豊岡カバンのように皮革製造業者が連携・連帯して
「播磨レザー（仮）」のような形でブランドを構築していけると、タンナーの衰退を少しでも くい止めることができるのではな
いか。 （原皮商）
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下線は報告書作成者による

2-35．今後、日本の皮革産業の課題を克服し、持続的発展を遂げるために

必要な対応（自由記述意見）

■生産に関する意見（品質維持、技術継承、人材の流入・育成・継続性、事業規模）

⚫大手広告代理店さんと話すときに、業界のことを話す機会が多々あります。SIerに代表されるようなIT業界やAIの新規市

場では若い人材が集中し、皮革産業は跡取りを除いて若い人材や切れのある人材が中々あつまらず、業界を取り巻く状
況は年々廃業や倒産も多く増え、それがそもそものこの斜陽産業の一端にもなっていると考えています。 補助金行政に
代表されるような、公的資金を使っての業界の再活性化も限界があると私は考えています。 世界のレザー産業をみると、
東京や兵庫で行っている様なワークシェアリングを一切使用していない所が大多数になります。 反対に例えば和歌山の

レザー産業は、製造の工程で兵庫や東京に加工依頼を出さざるえなく、コストが年々上がっていき家業を辞めるところも
増えています。レザー製造の現場では早く一社で独立採算制を出来る体制をとらないと廃業も更に増えるのではないで
しょうか？ 先日老舗のハンドバック問屋さんの社長と話しましたが、資金繰りに追われて製品の質を落としてしまってい

る製品メーカーもあると聞きます。フランスやイタリアでは素晴らしい技術を持ったメーカーやタンナーは窮地に陥ると必
ず高級メゾンが買収を仕掛けます。それが無い日本ではその技術の素養も年々失われていっているように感じます。
行政側で何が出来るのかは日夜経産省の担当部署さんが汗をかいて考えられていると存じます。 もちろん行政側の支

援も必要ではありますが、真に日本のブランドとして海外で認知されるような皮革製品メーカー兼、製品問屋が自然と勃
興し、海外に向けて大手２～３社で切磋琢磨されるような状況にならないと本来の意味での皮革産業の振興は無いと考
えています。 後、明治維新以降から日本は舶来品に対する信仰が過ぎ、単に西欧の文化を模倣したような商品が国内
で評価されるなど、海外からの評価に対する識者の差異があるように感じます。 まずは、行政からの支援を従来の設備

投資支援や資金的援助ではなく、真に技術を持った製造側が活躍できる＜場所＞の提供をすることをすることを提言し
たいと考えています。（革卸売業）

⚫若い人材の育成 職人の育成 給料、工賃を上げる。若い人材が業界内で交流や情報交換が出来るようにする。業界
をもっと魅力あるものにして、若い人材にアピールする やる気のある人材を業界全体で育てる。技術認定試験のような
活動を強力に推し進める（かばん製造業）
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※太字・下線は報告書作成者による

2-35．今後、日本の皮革産業の課題を克服し、持続的発展を遂げるために

必要な対応（自由記述意見）

■原皮調達段階に関する意見

⚫靴の製造をしているものですが、自社でも海外ブランドとの取引や海外で自社ブランドを展開しております。 その中で今
の日本のタンナーに最も必要なことは良い下地の原皮をどれだけ入手できるかだと痛感しています。 特に血筋の問題
は靴製造にかかわらずレザーファッションアイテム全てにおいて課題となっています。 日本のタンナーは技術も高く、品
質コントロールはヨーロッパ勢と比較しても負けていないと感じます。 ただヨーロッパ勢と圧倒的に違うのは原皮の調達

力、調達ルートだと感じております。土地柄のアドバンテージはありますが、どれだけマーケティングやブランデイングを
頑張っても良い下地原皮で製造ができなければ製造時に使用することが難しく、結果的にイタリアの血筋がないレザー
を遣わざるおえない状況になっています。 畜産業、農業とも連動する部分なので非常に難しいですがこの課題を解決す
ることが近道になるのではと感じます。 （革製履物製造業）

⚫サプライチェーンを実行するにも、省庁の管轄が原皮は農林水産省タンナーの工場に入ったら経済産業省と省庁をまた
ぐ為、一気通貫で物事が決定出来ない。 現状豚原皮はほぼ100%輸出、牛原皮も半数以上輸出となっている上で、何故

牛原皮を輸入するのか？国産原料を使用して、足らない分を輸入するのなら理解が出来る。自動車用のシート等も何故
国産原料を使わないのか？自衛隊、警察等の官給品も何故国産原料を使わないのか？ 自動車用、官給品を原料から
製品まで国内化すれば、現在の様な問題はクリア出来るのではないか？ （原皮商）

⚫ランドセル製品に関する牛革などは年々価格が上がっており 敬遠されがちなので安定を求める（ランドセル製造業）

⚫深刻な人手不足により、今後事業を継続することが難しいと感じています。原皮業は外国人労働者を雇い入れたくても
産業分類に入っていない為、受け入れ機関に登録も出来ずにいます。皮革関連業者の中で何故分類に入っていないの
か？是非に原皮業も特定外国人労働者を受け入れ機関に登録出来るようにお取り計らいをお願いする次第です。 （原
皮商）
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【1】定量調査

-国内一般消費者Webアンケート

-訪日外国人Webアンケート

Ⅱ-2.国内普及に関する調査

Ⅱ-2-1. 国内一般消費者及びインバウンドの

普及拡大ポテンシャル調査
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調査概要
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調査概要

調査目的

⚫ 我が国の皮革及び皮革製品産業（以下「皮革関連産業」という。）は、食肉用の動物の副産物である皮を活用し、靴や
鞄、ゼラチンなど日常生活に必要な皮革製品を安定的に供給していくため、地域の歴史と伝統、文化に育まれながら
技術力を高め、地場産業として地域を支えてきた。

⚫ しかしながら、国内の皮革関連産業は、中小・小規模事業者が多く人口の減少や消費形態の変化などにより、市場
が縮小しており厳しい状況に置かれている。一方で革製鞄と靴の輸出額は増えており、国内の市場縮小を抑えつつ、
国外での販売を増やしていくことが国内の皮革関連産業の発展につながる。

⚫ このような状況の中で、国内皮革産業の持続的発展や国際競争力を強化していくには、付加価値の高い製
⚫ 品の開発はもちろんのこと、日本製の高価格高付加価値の製品が社会に受容されることや、川上から川下までのバ

リューチェーン全体で海外製品に対抗することが重要である。
⚫ そこで本調査事業では、国内外での産業維持・発展に向けた課題を調査し、業界でのあるべき姿・行動目標を定め、

ロードマップを検討することで今後の政策展開に繋げていくことを狙いとしている。
⚫ 以上を踏まえて、国内消費者Webアンケートでは国内市場での地位を維持・拡大する観点から、国内一般消費者イン

サイトを定量/定性両面から把握し国内市場での認知・選択拡大方策を抽出することを目的とする。
⚫ 一方、海外展開は、新たな商流・サプライチェーンの再構築とその中での連携強化を通じたブランディング、サステナ

ビリティ対応など、漸進的・段階的に取り組むことが求められ、国産皮革や皮革製品を現実的な経路から海外へ認知
拡大させる必要があると考えられる。この観点から、訪日外国人Webアンケートでは、訪日外国人を媒介に海外での
認知拡大の可能性を探索するため訪日外国人の国産皮革、皮革製品への認識・評価を把握することを目的とする。

調査手法
インターネットアンケート調査

□登録制調査モニター（パネル）を対象とするオンラインアンケート

調査対象

調査対象者 ： 全国一般消費者のうち、現在、日本製の皮革（本革）製品を利用、保有している18歳以上男女

■国内消費者Webアンケート・・・【一般消費者】

■訪日外国人Webアンケート・・・ 【訪日外国人】

調査対象者 ： 日本在住で英語で回答可能な以下の国籍（出身国）*の外国人のうち、
日本製の皮革（本革）製品を購入したことがある18歳以上男女

 （現在、皮革（本革）製品を利用、保有していない者は除く）
*中国・タイ・アメリカ・イタリア・フランス
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調査概要

回収数

計841サンプル （回収目標：600サンプル程度）

調査実施期間
2024年12月13日（金）～12月18日（水）

【サンプルの割付】

⚫ 地域別（6区分）×性別（2区分）×年齢別（6区分）で均等割付

• 地域：北海道・東北／関東／中部／近畿／中国・四国／九州・沖縄

• 性別：男性／女性

• 年齢別：20代以下（18歳以上）／30代／40代／50代／60代／70代以上

調査実施機関 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社

■国内消費者Webアンケート・・・【一般消費者】

■国内消費者Webアンケート・・・【一般消費者】

計250サンプル （回収目標：200～250サンプル程度）

【サンプルの割付】

⚫ 中国・タイ・アメリカ・イタリア・フランスの国籍（出身国） 各50サンプル

■訪日外国人Webアンケート・・・ 【訪日外国人】

2025年1月9日（木）～1月17日（金）
■訪日外国人Webアンケート・・・ 【訪日外国人】
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■国内一般消費者Webアンケート

調査結果



73 Mitsubishi UFJ Research and Consulting 

1．回答者プロフィール

国内一般消費者Webアンケート 調査結果
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[841] 2.3 27.2 6.1 4.2 7.1 2.3 15.0 16.4 3.3 15.7 0.5

男性 [408] 4.2 36.3 7.1 6.4 25.0 2.9 9.3 - 2.9 19.6 0.5

女性 [433] 0.5 18.7 5.1 2.1 3.7 1.6 20.3 31.9 3.7 12.0 0.5

18～29歳 [125] 2.4 41.6 1.6 2.4 2.4 1.6 14.4 4.0 22.4 7.2 -

30代 [145] 0.7 48.3 6.9 2.8 7.6 1.4 18.6 3.4 - 9.7 0.7

40代 [151] 3.3 29.1 6.6 7.3 9.3 0.7 17.2 18.5 - 6.6 1.3

50代 [148] 2.0 33.8 6.1 5.4 8.1 4.1 20.3 14.9 - 5.4 -

60代 [131] 3.8 6.9 11.5 6.1 8.4 3.1 12.2 27.5 - 19.8 0.8

70歳以上 [141] 1.4 2.8 3.5 0.7 6.4 2.8 6.4 29.8 - 46.1 -

北海道・東北 [135] 1.5 25.9 3.7 5.9 9.6 0.7 13.3 17.0 2.2 20.0 -

関東 [142] 2.1 29.6 7.7 4.9 30.0 3.5 12.7 16.9 1.4 15.5 0.7

中部 [153] 3.3 30.1 4.6 2.6 9.8 0.7 15.7 18.3 2.6 11.8 0.7

近畿 [144] 2.1 27.8 8.3 1.4 5.6 1.4 16.0 16.0 6.3 14.6 0.7

中国・四国 [138] 2.9 23.9 4.3 4.3 7.2 6.5 18.1 14.5 4.3 13.8 -

九州・沖縄 [129] 1.6 25.6 7.8 6.2 5.4 0.8 14.0 15.5 3.1 19.4 0.8

全体
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（単位：％）

1-1．回答者プロフィール（基本属性）-【一般消費者】

■職業（Q35）
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1-1．回答者プロフィール（基本属性）-【一般消費者】

■世帯年収（Q36）
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[841] 18.8 12.5 12.0 11.4 8.6 8.2 3.7 3.2 3.9 2.3 3.3 12.1

男性 [408] 15.4 13.2 15.0 12.3 25.0 10.5 3.7 4.2 4.2 2.2 4.2 7.4

女性 [433] 21.9 11.8 9.2 10.6 9.2 6.0 3.7 2.3 3.7 2.3 2.5 16.6

18～29歳 [125] 16.8 15.2 16.0 9.6 12.0 6.4 4.0 2.4 3.2 1.6 2.4 10.4

30代 [145] 13.8 9.7 14.5 13.8 11.7 13.1 3.4 4.1 2.1 3.4 0.7 9.7

40代 [151] 12.6 7.9 6.0 14.6 7.3 8.6 6.0 4.0 9.9 2.0 6.6 14.6

50代 [148] 17.6 8.1 12.8 12.8 7.4 9.5 2.7 3.4 4.1 2.7 6.8 12.2

60代 [131] 16.8 17.6 12.2 9.2 6.9 7.6 4.6 3.8 3.8 1.5 3.1 13.0

70歳以上 [141] 35.5 17.7 11.3 7.8 6.4 3.5 1.4 1.4 - 2.1 - 12.8

北海道・東北 [135] 25.2 15.6 10.4 11.1 7.4 9.6 2.2 3.7 3.7 1.5 3.0 6.7

関東 [142] 14.1 9.2 9.2 11.3 30.0 7.0 3.5 4.9 6.3 2.8 9.2 12.0

中部 [153] 12.4 12.4 13.1 14.4 6.5 11.1 4.6 0.7 2.6 4.6 2.0 15.7

近畿 [144] 19.4 10.4 13.2 11.1 11.1 6.9 2.8 4.9 4.9 2.8 1.4 11.1

中国・四国 [138] 19.6 10.9 13.0 10.1 7.2 8.7 7.2 2.2 2.9 1.4 2.9 13.8

九州・沖縄 [129] 23.3 17.1 13.2 10.1 8.5 5.4 1.6 3.1 3.1 - 1.6 13.2
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1-1．回答者プロフィール（基本属性）-【一般消費者】

■個人年収（Q37）
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[841] 45.1 15.0 9.0 6.4 3.8 3.1 1.2 1.2 0.6 0.6 1.9 12.1

男性 [408] 32.8 19.6 13.5 9.8 25.0 5.4 2.0 1.7 1.2 1.0 2.9 3.2

女性 [433] 56.6 10.6 4.8 3.2 0.9 0.9 0.5 0.7 - 0.2 0.9 20.6

18～29歳 [125] 44.8 19.2 13.6 8.0 1.6 0.8 - - 0.8 0.8 0.8 9.6

30代 [145] 38.6 18.6 11.7 10.3 5.5 4.1 - 1.4 - 0.7 - 9.0

40代 [151] 42.4 10.6 6.6 5.3 5.3 6.0 2.6 2.6 1.3 0.7 2.0 14.6

50代 [148] 40.5 12.8 8.8 6.1 2.7 4.7 2.7 1.4 0.7 1.4 6.1 12.2

60代 [131] 40.5 16.8 9.2 5.3 3.8 1.5 1.5 1.5 0.8 - 2.3 16.8

70歳以上 [141] 63.8 12.8 5.0 3.5 3.5 0.7 - - - - - 10.6

北海道・東北 [135] 51.9 13.3 10.4 5.2 1.5 7.4 0.7 0.7 0.7 - 0.7 7.4

関東 [142] 38.0 14.1 11.3 5.6 30.0 3.5 0.7 2.1 1.4 0.7 4.9 9.9

中部 [153] 43.8 12.4 7.8 8.5 4.6 2.0 2.0 0.7 0.7 - 2.0 15.7

近畿 [144] 44.4 11.1 9.0 10.4 2.8 2.8 2.1 1.4 0.7 1.4 0.7 13.2

中国・四国 [138] 47.8 15.2 8.0 5.1 2.9 2.2 1.4 - - 1.4 2.9 13.0

九州・沖縄 [129] 45.0 24.8 7.8 3.1 3.1 0.8 - 2.3 - - - 13.2
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2． 調査結果の要約

国内一般消費者Webアンケート 調査結果
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【一般消費者】

⚫ 年1回以上購入者は、【④靴】18.7%を筆頭に、【⑤衣服】14.0%、【⑥ファッション雑貨】13.8%、【①財布】12.1%、【③バッグ・鞄】
11.8%、【②小物】10.8%の順で、いずれも1割台。

⚫ 購入経験者のトップは【①財布】91.0%で9割台。以下、【④靴（シューズ）】82.3%、【③バッグ・鞄】78.6%が8割前後、【⑥ファッショ
ン雑貨（手袋、ベルト等）】が7割台、【②小物】が6割台。【⑤衣服】が5割台。

1.皮革製品の購入頻度

⚫ 比較的高価格帯は、【⑤衣服】【③バッグ・鞄】（「10万円以上」がいずれも約1割、「5万円以上」は【⑤衣服】24.5%、【③バッグ・鞄】
18.6%）。

⚫ 比較的低価格帯は、【②小物】【⑥ファッション雑貨】（いずれも「5,000円未満」が2割台後半、「1万円未満」が5割超）。

2.購入することの多い皮革製品の価格帯

⚫ 「牛革」が79.2%と圧倒的。大きく差があって、「馬革」15.0%、「コードバン（馬革）」13.3%、「山羊革」9.0%と続く。

⚫ 「牛革」は、60代以上で特に高く（9割近く）、18～29歳で相対的に低め（62.4%）。一方、「馬革」は18～29歳で他層より高く（27.2%）、
60代以上で低い。また、「コードバン（馬革）」は男性（18.6%）が女性（8.2%）を大きく上回る。

3.購入する皮革製品の素材として多いもの

⚫ トップは「百貨店」で48.1%、以下、「オンラインショップ・ECサイト」37.8%、「セレクトショップ」32.1%、「皮革製品の専門店」22.8%。

⚫ 「オンライン上のフリーマーケット・オークションサイト」ほかは1割未満。

⚫ 「オンラインショップ・ECサイト」は30～40代で特に高く、70歳以上で他層に比べて低い。18～29歳では「百貨店」に加え、「セレクト
ショップ」「（オンライン上、リアルともに）フリーマーケット・オークション」「輸入代行業」が、他層よりも高い傾向。
地域別では、九州・沖縄で、「オンラインショップ・ECサイト」「セレクトショップ」が相対的に高い。

4.皮革製品の購入経路
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【一般消費者】

⚫ 「事前に調べることなく、直接店頭に行って選び、購入」が50.0%と最も多く、差があって「ネットやカタログ、メルマガなどで事前に購
入したい商品にあたりをつけ、店頭に行って選び、購入」20.2%。「事前調べも購入も非店頭」は11.2%。

⚫ “店頭で購入”は70.2%、“非店頭で購入”は29.7%。「店頭で事前調べ、非店頭で購入」を含めた”店頭接触で購入”は79.4%、含
めない“店頭非接触で購入”は20.4%。

5.皮革製品の選択・購入の過程

⚫ トップは「百貨店の店頭・店員」40.4%、次いで「オンラインショップ・ECサイト（の商品ウェブサイト・カタログ等）」29.8%、「セレクト
ショップの店頭・店員」25.2%、「皮革製品の専門店の店頭・店員」20.7%。
以下、「皮革製品の専門店のウェブサイト」10.2%、「セレクトショップのウェブサイト」9.6%。

⚫ 分類・集約すると、“店頭・店員”からが63.0%と6割超、“ウェブサイト”からは21.2%と2割程度。
“百貨店”での接触は43.5%、“セレクトショップ”は31.1%、“皮革製品の専門店”は27.6%。“質屋・中古品販売店”は5.1%。
“SNS”は13.3%、“口コミ”は10.2%。“テレビ”“新聞・雑誌の記事・広告”は1割未満と相対的に少ない。

⚫ “ウェブサイト”からと“SNS”は18～29歳、30代の若年齢層で、“百貨店”は18～29歳と70歳以上の両極の層で、“質屋・中古品販
売店”は18～29歳で、それぞれ相対的に高い。
“皮革製品の専門店”は近畿で、“ウェブサイト”からと“セレクトショップ”は関東で、それぞれ目立つ。

6.皮革製品を選択・購入する際の情報源

⚫ 「手触りの良さ」51.6%がトップ、次いで「耐久性（破れにくい・刃物などを通しにくい等）の機能」47.2%、「高級感・上質感」46.4%、
「素材の美しさ（色味・光沢等）」46.0%が4割台で続き、以下、「手入れすれば長持ちする」39.6%、「重量感」36.8%が3割台。

⚫ 特に求める点を一つに絞った場合は、「耐久性の機能」18.5%、「手入れすれば長持ちする」がトップ2。以下、「高級感・上質感」
11.2%が1割台、「手触りの良さ」9.2%、「素材の美しさ（色味・光沢等）」8.4%、「耐熱性の機能」6.8%などが1割未満。

⚫ 「耐久性」はアメリカ、「手入れすれば長持ち」はイタリアで、他国より特に高い。また、中国では「耐久性」「希少価値」、タイでは「保
温性の機能」「重量感」、イタリアでは「耐熱性の機能」、フランスでは「素材の美しさ」が、それぞれ高めの傾向。

⚫ 「耐久性」は40歳以上、在日居住期間11年以上、「手入れすれば長持ち」「耐熱性の機能」は18～29歳、「手触りの良さ」は40歳以
上で、それぞれ高い。

7.皮革製品に具体的に求める点、期待する点
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【一般消費者】

⚫ 【⑦製品が作られた国（国産か〇〇製か）】の重視率は48.2%で、相対的な順位は第6位と相対的に低い（「どちらともいえない」が3

割超を占め、重視していない率の15.0%も、他に比べて高め）。

⚫ 重視率が高いのは、【①品質】91.0%を筆頭に、【③デザイン】90.3%、【②価格】87.4%、【⑤身に着けた時のフィット感】77.0%の順。

⚫ 【④使われている皮革の種類】の重視率は59.9%、【⑥（メーカー・製作者の）ブランド力】は45.0%。

8.皮革製品の選択・購入時、判断材料として重視している点

⚫ 《価格が多少見合わなくても購入することが多い》判断材料としては、【①品質】31.8%が最も高く、【④身に着けた時のフィット感】
29.8%、【②デザイン】28.6%の順にトップ3。ただし、トップ3でも、《価格に見合わないので購入をあきらめることが多い》の率のほう
が高い（トップの【①品質】の《価格に見合わないので購入をあきらめる》の率は39.4%と、全体第3位の上位≒価格優先性も高い）。

⚫ 【⑥国産（日本製）】では《価格に見合わないので購入をあきらめる》は36.0%で、《見合わなくても購入》は19.9%。
【⑦海外製】でも《価格に見合わないので購入をあきらめる》は39.8%で、《見合わなくても購入》は13.2%。

9.皮革製品の選択・購入時の、判断材料の（価格との）比較評価

⚫ 「複数品購入」は53.3%、「1品程度購入」は27.0%、合わせた日本ブランド皮革製品の購入経験者は80.4%。

⚫ 購入経験率は、男性（84.3%）が女性（76.6%）を上回り、70歳以上（74.5%）、50代（76.2%）で相対的に低い。地域別では、九州・
沖縄（86.0%）が最も高い。

10.日本ブランド（日本製）皮革製品の購入経験

⚫ 購入者の購入理由のトップは「品質が良い」23.7%。次いで、「デザインが優れている」13.7%、「安心感がある」7.6%、「（縫製など
が）丁寧、しっかり作られている」5.7%、「耐久性が高い・長持ちする」4.6%、「質感・手触りが良い」4.6%。
「（「日本製」「そのブランド」が）好きだから、応援したい」は6.3%。

⚫ 「品質が良い」は男性（26.2%）が女性（21.0%）を、「デザインが優れている」は女性（20.1%）が男性（7.6%）を上回る。

⚫ 印象・評価のトップは「品質が良い」22.6%。次いで、「（縫製などが）丁寧、しっかり作られている」15.8%、「耐久性が高い・長持ちす
る」14.6%までが10%以上。以下、「高級感・上質感がある」6.4%、「使いやすい」4.9%、「デザインが優れている」4.3%、「仕上がり
が良い（繊細、綺麗）」4.3%、「質感・手触りが良い」4.0%。

11.日本ブランド（日本製）皮革製品の購入理由および印象・評価
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【一般消費者】

⚫ “品質は高いとの評価は87.9%。“品質は低い”は0.7%。「どちらともいえない・わからない」は11.4%。

⚫ 品質の評価は、男女で差がなく、“品質は高い”は中国・四国、九州・沖縄で91%台と、他地域に比べて評価がより高い。
トップスコア（「品質は高い」）でみると、年齢別では、18～29歳、40代、60代で6割近くと相対的に高め、70歳以上（47.5%）で低め。

12.日本ブランド（日本製）皮革製品の品質に関する評価

⚫ 海外製品と比べた優位性のトップは「（縫製などが）丁寧、しっかり作られている」の22.0%、次いで「品質が良い」14.0%、「耐久性
の高さ・長持ちする」7.8%、「繊細さ（細部までのこだわり、仕上がりの綺麗さ）」6.1%と続く。

⚫ 上位の「丁寧」な作り「耐久性」「繊細さ」は、いずれも女性より男性で、評価がより高い傾向。

13.日本ブランド（日本製）皮革製品の、海外製品と比べた優位性

⚫ 購入を考えている皮革製品がある購入意向者は64.9%。「特にない」は35.1%。

⚫ 女性（56.6%）より男性（73.8%）でさらに高く、年齢別では18～29歳（83.2%）、30代（73.8%）の順に、年齢層が低いほど購入意向
は高い。地域別では、関東で他層に比べて購入意向が低め。

⚫ 種類別では「財布」42.0%がトップで、「バッグ・鞄」「靴」「小物」の順に2割台。「ファッション雑貨」は12.0%、「衣服」は7.0%。

14.日本ブランド（日本製）皮革製品の種類別購入意向

⚫ 購入意向の皮革製品が日本ブランド（日本製）であることが“重要”と考える率は、【④靴】69.3%【②小物】68.6%がトップ2。
一方、最も低い【⑥ファッション雑貨】でも59.4%と、各製品の“重要”の率は、概ね6割台のレンジに含まれる。

⚫ 「逆に海外製であることが絶対に重要（日本製ならば不要）」は高くとも【⑤衣服】の3.4%、【②小物】【①財布】【③バッグ・鞄】の2%

前後、といった程度にとどまる。

⚫ 日本ブランド（日本製）であることが「絶対重要」が比較的強いのは、【⑤衣服】15.3%、【②小物】14.0%、【①財布】12.2%など。

⚫ 「重要」と考える購入意向者の理由のトップは「品質が良い」30.5%。以下、差があって、「耐久性が高い・長持ちする」10.6%、「安心
感」9.0%、「（縫製などが）丁寧、しっかり作られている」8.4%、「日本製が好き（日本製が良い）」7.8%、「信頼できる」7.0%。
「品質が良い」は男性（33.3%）が女性（26.5%）を、「日本製が好き（日本製が良い）」は女性（10.9%）が男性を上回る。

15.購入意向の皮革製品が日本ブランド（日本製）であることの重要性
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【一般消費者】

⚫ 「サステナブルな製品だと思う」は13.8%、「どちらかといえばサステナブルと思う」の24.0%を合わせた“サステナブルと思う”は
37.8%。“思わない”は8.3%で、「どちらともいえない・わからない」が53.9%と過半数を占める。

⚫ “サステナブルと思う”の評価は、女性（34.4%）より男性（41.4%）、18～29歳が52.8%と他層に比べて特に高く、次いで40代
（40.4%）。逆に、50代以上では“思う”の評価が低め。地域別では、近畿で“思う”の評価が45.1%と他層を上回る。

⚫ 「欧米よりサステナブルな製品だと思う」は9.2%、「どちらかといえば欧米よりサステナブルと思う」の21.9%を合わせた“欧米よりサ
ステナブルと思う”は31.0%。“思わない”は4.9%で、「どちらともいえない・わからない」が64.1%と6割超を占める。

⚫ “サステナブルと思う”の評価は、女性（26.1%）より男性（36.3%）、18～29歳が48.8%と他層に比べて特に高く、逆に、50代では
“思う”の評価が23.0%と低め。地域別では、近畿で“思う”の評価が38.2%と最も高く、北海道・東北（25.2%）で最も低い。

16.日本ブランド（日本製）皮革製品のサステナビリティ評価

⚫ 「LWG認証レザー」の詳細認知率（「詳しく」6.2%+「ある程度」9.4%）は15.6%。「聞いたことがある程度／見たことがある程度」の
17.1%を加えた認知率は32.7%。「知らない」が67.3%と7割弱を占める。

⚫ 認知率、詳細認知率ともに、男性（38.5%、19.4%）が女性（27.3%、12.0%）を上回る。年齢別では、18～29歳（60.8%、41.6%）が
他層に比べて特に高く、次いで30代（44.8%、26.9%）。逆に、40代以上では認知率が2割台と大きく低下。
地域別では、北海道・東北（40.0%、19.3%）で最も高く、中部（25.5%、9.2%）で最も低くなる。

⚫ 「日本エコレザー認定革」の詳細認知率（「詳しく」6.2%+「ある程度」7.7%）は13.9%。「聞いたことがある程度／見たことがある程
度」の15.9%を加えた認知率は29.8%。「知らない」が70.2%と7割を占める。

⚫ 認知率、詳細認知率ともに、男性（34.6%、17.6%）が女性（25.4%、10.4%）を上回る。年齢別では、18～29歳（58.4%、40.0%）が
他層に比べて特に高く、次いで30代（44.8%、25.5%）が続く。逆に、50代以上では認知率が1割台と大きく低下。
地域別では、中部（22.9%、8.5%）で他層に比べて目立って低くなる。

17.「LWG認証レザー」「日本エコレザー認定革」の認知度
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【一般消費者】

⚫ 「LWG認証レザー」の購入経験者は27.3%（「購入したことはない」は48.4%、「わからない」は24.4%）。

⚫ 購入経験者は、女性（22.9%）より男性（30.6%）、18～29歳（43.4%）で最も高く、次いで30代（32.3%）、40代（26.8%）。
地域別では、中国・四国（36.2%）を筆頭に、近畿（33.3%）、関東（32.6%）。一方、九州・沖縄（18.2%）、中部（20.5%）、北海道・東
北（22.2%）では、相対的に購入経験者の比率が低め。

⚫ 「日本エコレザー認定革」の購入経験者は26.3%（「購入したことはない」は54.2%、「わからない」は19.5%）。

⚫ 購入経験者は、女性（18.2%）より男性（32.6%）、18～29歳（39.7%）で最も高く、次いで30代（33.8%）、40代（21.4%）。
地域別では、中国・四国（32.6%）を筆頭に、関東（33.3%）、近畿（28.3%）と続く。一方、九州・沖縄（17.9%）、北海道・東北
（20.9%）、中部（22.9%）では、相対的に購入経験者の比率が低め。

18.「LWG認証レザー」「日本エコレザー認定革」の購入経験

⚫ 「LWG認証レザー」を“考慮すると思う”は38.9%（「考慮する」9.0%、「どちらかといえば考慮する」29.8%）。
“考慮しないと思う”は18.4%で、“考慮すると思う”が大きく上回るが、「どちらともいえない」が42.7%と約4割を占める。

⚫ 「日本エコレザー認定革」を“考慮すると思う”は40.4%（「考慮する」9.0%、「どちらかといえば考慮する」31.4%）。
“考慮しないと思う”は17.8%で、“考慮すると思う”が大きく上回が、「どちらともいえない」が41.7%と約4割を占める。

19.皮革製品の選択・購入時の「LWG認証レザー」「日本エコレザー認定革」の考慮度

⚫ リペアサービスの利用経験者は24.3%（「年1回以上」が7.8%、「2～3年に1回程度」6.5%、「3年以上前だが利用」9.9%。

⚫ 「利用したことはないが、関心はある」という関心層は40.4%「利用したことはないし、関心もない」という無関心層は28.1%。

⚫ 利用経験者、年1回以上利用者は18～29歳（48.8%、23.2%）で最も高く、次いで30代（31.7%、13.1%）。一方、最も低いのは50代
（13.5%）で、その分、関心層の比率は高い（52.7%）。地域別では九州・沖縄の関心層の比率が高め（46.5%）。
無関心層は70歳以上（40.4%）、近畿（36.1%）で目立つ。

20.皮革製品のリペアサービスの利用経験・関心
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【一般消費者】

⚫ “ポジティブなイメージ”は67.7%（「良い／ポジティブ」27.2%、「どちらかといえば良い／ポジティブ」40.4%）。
“ネガティブなイメージ”は3.2%で、「どちらともいえない・わからない」は29.1%。

⚫ “ポジティブなイメージ”は、男性（63.7%）に比べ、女性（71.4%）でより高く、18～29歳（72.0%）、30代（74.5%）で7割台。
地域別では、関東（73.2%）、九州・沖縄（72.9%）で7割台、一方、北海道・東北（60.7%）、中国・四国（61.6%）では低い。

21.皮革製品のリペアサービスのイメージ

⚫ 購入意向者は60.6%（「購入したい」18.1%、「どちらかといえば購入したい」42.6%）。非購入意向者は3.1%、「どちらともいえない・
わからない」は36.3%。

⚫ 購入意向者は、女性（57.7%）に比べ、男性（63.7%）でより高く、18～29歳（69.6%）を筆頭に、年齢層が低いほど購入意向が高い。
逆に、60代、70歳以上では約5割にとどまる。地域別では、関東（64.8%）が他層に比べてやや高い。

23.オールメイドインジャパン革製品の購入意向

⚫ 要望、期待のトップは「品質の良さ（の維持、向上）」15.1%。以下、「適正価格（コストパフォーマンスが高い）であること」9.0%、「「日
本製」らしさ、ブランド力のアピール（認知度向上）」6.1%、「（縫製などが）丁寧な作り（の維持、向上）」5.9%と続く。

⚫ 「品質の良さ」は男性（17.9%）のほうが女性（12.5%）を上回る。

⚫ 「サステナビリティ（環境、アニマルウェルフェアなど）に配慮」は1.9%。一方、（ネガティブな）「高額化を懸念」する回答は3.6%。

24.オールメイドインジャパン革製品に対する要望、期待、意見

⚫ “日本製にこだわり”は40.4%（「強い」6.8%+「ある程度」33.7%）。一方、“海外製にこだわり”は2.4%とわずか。

⚫ 「日本製か海外製かについては、あまりこだわらない」が38.0%と最も多く、「気にしたことはない（関心がなかった）」も19.1%。

⚫ “日本製にこだわり”は18～29歳（49.6%）、30代（50.3%）で高く、特に18～29歳は「強いこだわり」が20.0%と目立つ。
地域別では中部（45.8%）で高め。一方、50代以上では「あまりこだわらない」が4割台と高い。

22.皮革素材が日本製であることのこだわり度
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【一般消費者】

⚫ 信頼度（“信頼している”の率）は【①日本製】が84.7%と最も高く、大きく差があって【⑤ヨーロッパ製】53.7%が5割台、【④アメリカ
製】33.7%が3割台。【③東南アジア製】は14.3%と、上位に比べて大きな差（“信頼していない”の率は38.0%と約4割）、最下位の
【②中国製】は8.2%にとどまる（“信頼していない”の率は67.5%と7割近く）。

⚫ 【⑤ヨーロッパ製】【④アメリカ製】【③東南アジア製】は、「どちらともいえない」の評価保留層が4～5割台と多くを占める。

25.各生産国の生活製品に対する信頼度

⚫ 「衣服」39.6%、「食や料理（台所・食卓）の関連製品」36.1%が3割台でトップ2。次いで、「靴」「バッグ・鞄」「財布」が2割台、「身の回
り品・小物」「手袋」「ベルト」が1割台前半。

⚫ 「衣服」は30代、60代、九州・沖縄、「靴」は男性、18～29歳、中国・四国、「バッグ・鞄」は30代、近畿、「財布」は18～29歳、30代で、
それぞれ目立つ。

27.購入しているサステナブルな生活製品

⚫ サステナブルな製品を選んで購入することは「よくある」が9.0%、「たまにある」は35.4%で、合わせた複数回購入者は44.5%。
「ほとんどない」を加えたサステナブルな製品の購入経験者は合わせて68.6%。「選んで購入したことはない」非購入経験者は
17.4%。

⚫ 複数回購入者は、女性（41.1%）より男性（48.0%）、18～29歳（55.2%）、30代（50.3%）で5割台と高く、一方、50代（35.8%）、60代
（38.9%）では3割台と相対的に低い。地域別では、九州・沖縄（48.1%）で他層よりも高め。

26.サステナブルな生活製品の購入頻度

⚫ サステナブルな製品の“イメージが強い”は【①日本製】51.0%がトップ、次いで【⑤ヨーロッパ製】44.9%、【④アメリカ製】が25.2%、
【③東南アジア製】12.8%、【②中国製】8.6%。

⚫ 【④アメリカ製】は“イメージが強い”と“イメージは強くない”が近い水準。

⚫ 【②中国製】【③東南アジア製】は“イメージは強くない”が“イメージが強い”を大きく上回る。

⚫ なお、【①日本製】【⑤ヨーロッパ製】【④アメリカ製】【③東南アジア製】は、「どちらともいえない」の評価保留層が4～5割台を占める。

28.各生産国の生活製品に対するサステナブルな製品イメージの程度
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3． 調査結果

国内一般消費者Webアンケート 調査結果









































































Mitsubishi UFJ Research and Consulting 127

■訪日外国人Webアンケート

調査結果
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1．回答者プロフィール

訪日外国人Webアンケート 調査結果









132 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

ｎ

会
社
役
員
・
経
営
者

会
社
員

（
管
理
職
以
外

の
正
社
員

）

会
社
員

（
派
遣
・
契
約

社
員

）

公
務
員
・
非
営
利
団
体

職
員

自
営
業

自
由
業

（
医
師

、
弁
護

士

、
会
計
士
な
ど

）

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
・
フ
リ
ー

タ
ー

専
業
主
婦
・
専
業
主
夫

学
生

無
職

そ
の
他

[250] 2.0 51.6 12.8 0.8 8.8 2.0 3.6 2.0 15.2 - 1.2

中国 [50] - 64.0 10.0 - 2.0 4.0 2.0 - 18.0 - -

タイ [50] - 64.0 10.0 2.0 4.0 - 2.0 - 18.0 - -

アメリカ [50] 6.0 30.0 16.0 - 22.0 4.0 10.0 8.0 2.0 - 2.0

イタリア [50] 2.0 40.0 22.0 - 4.0 - - - 28.0 - 4.0

フランス [50] 2.0 60.0 6.0 2.0 12.0 2.0 4.0 2.0 10.0 - -

男性 [124] 3.2 58.9 11.3 0.8 25.0 1.6 1.6 - 14.5 - 1.6
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1-1．回答者プロフィール（基本属性）-【訪日外国人】

■職業（SC3）
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1-1．回答者プロフィール（基本属性）-【訪日外国人】

■個人年収（Q32）
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[250] 19.2 22.4 21.2 7.6 9.2 4.0 4.4 1.6 3.2 2.8 2.0 2.4

中国 [50] 6.0 18.0 24.0 16.0 25.0 - 6.0 4.0 4.0 6.0 2.0 4.0

タイ [50] 32.0 32.0 16.0 6.0 4.0 6.0 2.0 - - - - 2.0

アメリカ [50] 16.0 10.0 14.0 8.0 16.0 6.0 8.0 4.0 4.0 4.0 6.0 4.0

イタリア [50] 24.0 36.0 22.0 4.0 10.0 2.0 - - - - 2.0 -

フランス [50] 18.0 16.0 30.0 4.0 6.0 6.0 6.0 - 8.0 4.0 - 2.0

男性 [124] 19.4 25.8 21.8 6.5 6.5 3.2 5.6 1.6 2.4 3.2 3.2 0.8

女性 [126] 19.0 19.0 20.6 8.7 11.9 4.8 3.2 1.6 4.0 2.4 0.8 4.0

18～29歳 [91] 34.1 35.2 15.4 7.7 2.2 - 1.1 1.1 - 1.1 - 2.2

30代 [102] 8.8 17.6 31.4 8.8 11.8 4.9 5.9 1.0 4.9 2.0 2.0 1.0

40歳以上 [57] 14.0 10.5 12.3 5.3 30.0 8.8 7.0 3.5 5.3 7.0 5.3 5.3

3年以内 [60] 50.0 18.3 13.3 5.0 - 1.7 - 1.7 3.3 3.3 - 3.3

4～5年 [59] 6.8 47.5 23.7 6.8 5.1 - 1.7 5.1 1.7 1.7 - -

6～10年 [77] 9.1 13.0 28.6 5.2 18.2 6.5 6.5 - 5.2 2.6 3.9 1.3

11年以上 [54] 13.0 13.0 16.7 14.8 11.1 7.4 9.3 - 1.9 3.7 3.7 5.6

全体

国
籍
別

性別

年齢別

在日
居住

期間別

19.2 22.4 21.2

7.6 9.2
4.0 4.4 1.6 3.2 2.8 2.0 2.4

0%

20%

40%

60%

全体

（単位：％）
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2． 調査結果の要約

訪日外国人Webアンケート 調査結果
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【訪日外国人】

⚫ 年1回以上購入者は、【④靴】40.0%がトップ。次いで【①財布】34.8%、以下、【③バッグ・鞄】27.2%、【⑥ファッション雑貨】25.6%、
【②小物】24.4%が2割台、【⑤衣服】17.2%と続く。

⚫ 購入経験者は【①財布】94.8%、【④靴】90.0%が9割台。次いで【③バッグ・鞄】86.4%、【⑥ファッション雑貨】82.4%が8割台、【②小
物（キーケース、キーホルダー等）】76.8%、【⑤衣服】70.4%が7割台。

1.皮革製品の購入頻度

⚫ 比較的高価格帯は、【③バッグ・鞄】【⑤衣服】（「5万円以上」がそれぞれ20.4%、15.9%、【③バッグ・鞄】は「10万円以上」が9.3%）。

⚫ 比較的低価格帯は、【②小物】【⑥ファッション雑貨】（「5,000円未満」が約1～2割、「1万円未満」が約5～6割）。

2.購入することの多い皮革製品の価格帯

⚫ 「牛革」が68.4%と圧倒的。大きく差があって、「ワニ革」24.4%、「山羊革」23.6%が2割台、「馬革」19.6%、「豚革」18.0%、「鹿革」
10.8%が1割台。「わからない・忘れた」は8.8%。

⚫ イタリアでは「牛革」（58.0%）が他国に比べて低く、逆に、「ワニ革」「山羊革」「豚革」は3～4割台と他国より高い。
「山羊革」は中国（34.0%）、「馬革」はタイ（32.0%）で高い。

⚫ 「牛革」は30代以上で7割台と高く、18～29歳で相対的に低め（57.1%）。一方、「豚革」は18～29歳で他層より高い（28.6%）。
「ワニ革」「豚革」は在日居住期間3年以内で、他層より高い。

3.購入する皮革製品の素材として多いもの

⚫ トップは「百貨店」で58.4%、「オンラインショップ・ECサイト」35.2%、「皮革製品の専門店」29.6%、「セレクトショップ」28.0%が続く。

⚫ 「オンライン上のフリーマーケット・オークションサイト」「土産物店・スーベニアショップ」は1割未満。

⚫ 「百貨店」はアメリカ（76.0%）で特に高く、「オンラインショップ・ECサイト」は中国（60.0%）で他国を上回る。また、アメリカでは「セレ
クトショップ」38.0%、タイでは「輸入代行業」26.0%、「リアルのフリーマーケット・オークション会場」24.0%も高め。

⚫ 「百貨店」は男性より女性、40歳以上、在日居住期間の長い層で高い。「セレクトショップ」は30代以上、在日居住期間11年以上、
「輸入代行業」は18～29歳、在日居住期間5年以内で、それぞれ高め。

4.日本ブランド（日本製）皮革製品の購入経路
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【訪日外国人】

⚫ 「事前に調べることなく、直接店頭に行って選び、購入」38.8%が最多、「ネットやカタログ、メルマガなどで事前に購入したい商品に
あたりをつけ、店頭に行って選び、購入」33.1%。「店頭で事前調べ、非店頭で購入」は18.4%、「事前調べも購入も非店頭」は8.6%。

⚫ “店頭で購入”は71.8%、“非店頭で購入”は26.9%。”店頭接触で購入”は90.2%、含めない“店頭非接触で購入”は8.6%。

⚫ 「事前に調べることなく、直接店頭に行って選び、購入」および“店頭で購入”はアメリカ（68.8%、89.6%）で、特に高い。
一方、“非店頭で購入”は中国（34.7%）、タイ（34.0%）で他国より高い。

5.日本ブランド（日本製）皮革製品の選択・購入の過程

⚫ トップは「百貨店の店頭・店員」54.8%、次いで「セレクトショップの店頭・店員」34.8%、以下、2割台で「テレビ番組・CM」「皮革製品
の専門店の店頭・店員」「百貨店のウェブサイト」「オンラインショップ・ECサイト（の商品ウェブサイト・カタログ等）」「皮革製品の専
門店のウェブサイト」。
「YouTube」「セレクトショップのウェブサイト」「ネットニュース・ソーシャルメディア記事」「Instagram」は17～18%台。

⚫ 分類・集約すると、“店頭・店員”からが81.6%と8割超、“ウェブサイト”からは57.2%と6割弱。“百貨店”での接触は63.6%、“セレク
トショップ”は41.2%、“皮革製品の専門店”は39.6%。“質屋・中古品販売店”は22.0%、“SNS”は36.4%。

⚫ “ウェブサイト”は中国（70.0%）、タイ（78.0%）でより高い。“百貨店”はアメリカ（80.0%）、中国（76.0%）、“セレクトショップ”はアメリ
カ（54.0%）、“皮革製品の専門店”は中国（54.0%）、“質屋・中古品販売店”はタイ（34.0%）でそれぞれ高め。

⚫ “店頭・店員”は30代以上、在日居住期間11年以上、“ウェブサイト”は在日居住期間3年以内、“百貨店”“セレクトショップ”は40歳
以上、在日居住期間11年以上、“SNS”は30代で、それぞれ高め。

6.日本ブランド（日本製）皮革製品を選択・購入する際の情報源

⚫ 「手触りの良さ」61.1%、次いで「耐久性（破れにくい・刃物などを通しにくい等）の機能」58.6%がトップ2。
以下、「素材の美しさ（色味・光沢等）」44.1%、「高級感・上質感」43.4%が4割台、差があって「経年変化を楽しめる（使うほど表面
に違う味が出てくる）」27.9%、「手入れすれば長持ちする」26.9%が2割台。

⚫ 特に求める点を一つに絞った場合は、「耐久性（破れにくい・刃物などを通しにくい等）の機能」20.8%がトップ。以下、1割台で順に
「高級感・上質感」「手触りの良さ」「素材の美しさ」「経年変化を楽しめる」。

⚫ 「耐久性」は30代、「高級感・上質感」は70歳以上、「経年変化を楽しめる」は40代で、それぞれ目立つ。

7.皮革製品に具体的に求める点、期待する点
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【訪日外国人】

⚫ 【⑦製品が作られた国】の重視率は58.8%で、相対的な順位は第6位と相対的に低い（重視していない率の19.2%も、【⑥（メー
カー・製作者の）ブランド力】の21.6%に次いで、第2位）。
【⑦製品が作られた国】の重視率はタイで72.0%と最も高く、他層を大きく上回る。次いでフランス（62.0%）、イタリア（58.0%）、アメ
リカ（52.0%）、中国（50.0%）の順。
年齢別では、18～29歳（65.9%）、次いで40歳以上（59.6%）、在日居住期間では3年以内（70.0%）、4～5年（66.1%）で、より高い。

⚫ 重視率が高いのは、【①品質】96.0%を筆頭に、【③デザイン】93.2%、【②価格】80.8%、【⑤身に着けた時のフィット感】72.8%の順。

⚫ 【④使われている皮革の種類】の重視率は63.6%、【⑥（メーカー・製作者の）ブランド力】は55.6%。

8.皮革製品の選択・購入時、判断材料として重視している点

⚫ 《価格が多少見合わなくても購入することが多い》判断材料としては、【①品質】70.4%を筆頭に、【②デザイン】60.8%、【④身に着
けた時のフィット感】52.0%がトップ3。いずれも《見合わなくても購入》は《価格に見合わないので購入をあきらめる》を大きく上回る。

⚫ 【⑥日本製】も《見合わなくても購入》38.8%、《価格に見合わないので購入をあきらめる》30.8%と、前者が上回る。
唯一、【⑦海外製】は《価格に見合わないので購入をあきらめる》43.2%が、《見合わなくても購入》20.0%を上回る。

⚫ 【⑥日本製】について…

《見合わなくても購入》はイタリア（42.0%）を筆頭に、各国とも4割台前半から3割台後半で、大きな開きはない。
アメリカ、中国は《見合わなくても購入》《価格に見合わないので購入をあきらめる》の比率が拮抗。
フランスでは「どちらともいえない」42.0%の占める比率が他国に比べて高い。
《見合わなくても購入》は、男性より女性、40歳以上、在日居住期間の10年以内で、それぞれ4割以上と高め。

9.皮革製品の選択・購入時の、判断材料の（価格との）比較評価

⚫ 「財布」54.8%、「靴」51.2%が5割台でトップ2。以下、「バッグ・鞄」41.2%、「小物」32.8%、「ファッション雑貨」31.2%、「衣服」19.2%。

⚫ 「財布」はアメリカ（76.0%）、中国（70.0%）、「靴」は中国（68.0%）で特に高い。
「ファッション雑貨」60.0%、「小物」46.0%もアメリカで、「衣服」はイタリアで、それぞれ他国を上回る。

⚫ 「バッグ・鞄」は男性より女性、「財布」は40歳以上、在日居住期間6年以上、「バッグ・鞄」は在日居住期間11年以上、「ファッション
雑貨」は40歳以上、在日居住期間11年以上で、特に高い。

10.購入経験のある日本ブランド（日本製）皮革製品
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【訪日外国人】

⚫ （自国製のものと比べて）特に、日本ブランド（日本製）の皮革製品を購入した理由のトップは「品質が良い」36.8%。
以下、「デザインが優れている」20.4%、「技術力が高い」12.0%。「価格（手頃、コストパフォーマンスが高い）」9.6%、「（日本の）文
化的、歴史的価値を見出す」8.0%、「耐久性が高い・長持ちする」6.0%、「仕上がりが良い（繊細、綺麗）」5.6%と続く。
「（「日本製」「そのブランド」が）好きだから、応援したい」は10.0%。

⚫ 「品質が良い」は中国（68.0%）、アメリカ（52.0%）で、「技術力が高い」はイタリア（22.0%）で、より高い。

11.（自国製のものと比べて）日本ブランド（日本製）皮革製品を特に購入した理由

⚫ 日本ブランド（日本製）皮革製品の“品質が高いと思う”との評価は96.0%。“思わない”は0.8%。「どちらともいえない」は3.2%。
“品質が高いと思う”は、各国とも9割台。

⚫ 出身国＝自国製のものと比べて、日本ブランド（日本製）皮革製品の“品質が高いと思う”との評価は75.2%。“思わない”は4.4%。
「どちらともいえない」は20.4%と2割。
自国製と比べて“品質が高いと思う”は、タイで90.0%と最も高く、次いでイタリア（86.0%）、中国（78.0%）。
フランス（66.0%）、アメリカ（56.0%）の評価は相対的に低い。
18～29歳（90.1%）、在日居住期間3年以内（91.7%）で9割台と特に高く、年齢層が低いほど、在日居住期間が短いほど高い傾向。
性別では、男性（79.0%）が女性（71.4%）を上回る。

12.日本ブランド（日本製）皮革製品の品質に関する評価

⚫ 出身国＝自国製の消費者に、日本ブランド（日本製）皮革製品の評価は“高く評価されると思う”は86.4%。“低く評価されると思う”
が2.4%。「どちらともいえない」は11.2%。

⚫ “高く評価されると思う”は、中国、タイ、イタリアで94.0%と高い。一方、フランスは82.0%、アメリカは68.0%と、相対的に低くなる
（ただし、アメリカは「どちらともいえない」が28.0%と他国に比べて目立って多いため）。
18～29歳（97.8%）、在日居住期間3年以内（98.3%）、4～5年（93.2%）で9割台と特に高く、年齢層が低いほど、在日居住期間が
短いほど高い傾向。性別では、男女差はみられない。

13.日本ブランド（日本製）皮革製品の出身国（の消費者）における評価
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【訪日外国人】

⚫ 他の国の製品と比べた優位性は「デザインが優れている」22.0%、「品質が良い」20.0%がトップ2。「技術力が高い」18.8%、「耐久
性の高さ・長持ちする」11.6%、「繊細さ（細部までのこだわり、仕上がりの綺麗さ）」11.2%が続く。
「控えめ、エレガント」5.2%、「サステナビリティ（環境、アニマルウェルフェアなど）に配慮」4.0%も、優位性として挙げられている。

⚫ 「品質が良い」は中国（30.0%）、アメリカ（28.0%）で、「（縫製などが）丁寧、しっかり作られている」はアメリカ（20.0%）で、より高い。

14.日本ブランド（日本製）皮革製品の、他の国の製品と比べた優位性

⚫ 購入・利用経験者の推奨度の指標となるNPSのスコアは、全体平均で18.8。いずれの属性でもプラスとなる（<推奨者>が<批判者
>が上回る）。

⚫ NPSのスコアが最も高いのは、抜きんでてアメリカ（42.0）。他は順に、中国（18.0）、フランス（14.0）、タイ（12.0）、イタリア（8.0）。
女性（21.5%）が男性（16.1）を上回り、また、高年齢層ほど、居住期間が長いほど、NPSスコアは高い傾向。

15.日本ブランド（日本製）皮革製品の推奨度

⚫ 購入を考えている皮革製品がある購入意向者は91.6%。「特にない」は8.4%。
意向率はアメリカ（84.0%）で唯一8割台（他の国はいずれも9割台）と、相対的に低め。

⚫ 種類別では「靴」47.2%、「バッグ・鞄」40.8%が4割台でトップ2、以下、「財布」34.8%、「ファッション雑貨」26.4%、「衣服」22.4%、
「小物」14.8%。
「財布」は中国（46.0%）、「衣服」はイタリア（38.0%）で、他国より購入意向が高い傾向。

16.日本ブランド（日本製）皮革製品の種類別購入意向
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【訪日外国人】

⚫ 日本ブランド（日本製）皮革製品は“サステナブルと思う”との評価は80.4%。“思わない”は6.4%。「どちらともいえない」は13.2%。

⚫ “サステナブルと思う”は、タイ（90.0%）で最も高く、イタリア（86.0%）、中国（82.0%）、フランス（82.0%）でも8割台。一方、アメリカ
は62.0%と、相対的に低くなる（ただし、アメリカは「どちらともいえない」が26.0%と他国に比べて目立って多いため）。
18～29歳（96.7%）、在日居住期間3年以内（95.0%）は9割台と特に高い。

⚫ 出身国＝自国製のものと比べて、日本ブランド（日本製）皮革製品は“サステナブルと思う”との評価は72.8%。“思わない”は5.6%。
「どちらともいえない」は21.6%。

⚫ 自国製と比べて“サステナブルと思う”は、タイ（94.0%）で最も高く、他国と大きな差。次いで、イタリア（78.0%）、中国（76.0%）、フ
ランス（72.0%）で7割台。一方、アメリカは44.0%と5割を切る（ただし、アメリカは「どちらともいえない」が48.0%を占め、他国よりも
目立って多いため）。
18～29歳（94.5%）、在日居住期間3年以内（93.3%）は9割台と特に高く、年齢層が低いほど、在日居住期間が短いほど高い傾向。

17.日本ブランド（日本製）皮革製品のサステナビリティ評価

⚫ 「LWG認証レザー」の詳細認知率（「詳しく」21.2%+「ある程度」28.8%）は50.0%。「聞いたことがある程度／見たことがある程度」
の7.2%を加えた認知率は57.2%。「知らない」が42.8%と4割強。

⚫ 認知率、詳細認知率ともに、トップはイタリア（82.0%、78.0%）。タイ（76.0%、70.0%）、フランス（68.0%、56.0%）が続く。
一方、中国（46.0%、38.0%）は全体平均を下回り、アメリカ（14.0%、8.0%）は他国に比べて著しく低い。

⚫ 「日本エコレザー認定革」の詳細認知率（「詳しく」15.6%+「ある程度」31.2%）は46.8%。「聞いたことがある程度／見たことがある
程度」の12.8%を加えた認知率は59.6%。「知らない」が40.4%と4割。

⚫ 認知率、詳細認知率ともに、トップはイタリア（84.0%、78.0%）。タイ（78.0%、70.0%）、フランス（68.0%、52.0%）が続く。一方、中
国（48.0%、28.0%）は全体平均を下回り、アメリカ（20.0%、6.0%）は他国に比べて著しく低い。

⚫ 「LWG認証レザー」「日本エコレザー認定革」の認知率、詳細認知率はいずれも、男性が女性を上回り、また、年齢層が低いほど、
在日居住期間が短いほど、高い傾向。

18.「LWG認証レザー」「日本エコレザー認定革」の認知度
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【訪日外国人】

⚫ 「LWG認証レザー」の購入経験者は88.1%（「購入したことはない」は11.9%）。

⚫ 購入経験率はイタリアで97.6%と特に高く、18～29歳（93.3%）、在日居住期間の6～10年（94.3%）、4～5年（91.1%）でも9割台。

⚫ 「日本エコレザー認定革」の購入経験者は85.9%（「購入したことはない」は14.1%）。

⚫ 購入経験率はイタリア（97.6%）、タイ（94.9%）で特に高く、男性（90.2%）、18～29歳（93.5%）、在日居住期間3年以内（90.0%）で
も9割台。

19.「LWG認証レザー」「日本エコレザー認定革」の購入経験

⚫ 「LWG認証レザー」を“考慮すると思う”は86.0%（「考慮する」42.8%、「どちらかといえば考慮する」43.2%）。
“考慮しないと思う”は3.6%とわずか。「どちらともいえない」は10.4%。

⚫ “考慮すると思う”は、イタリア（96.0%）がトップで、タイ（88.0%）、フランス（86.0%）、アメリカ（82.0%）が8割台、中国（78.0%）は唯
一7割台。
年齢別では18～29歳（89.0%）を筆頭に、いずれも8割台、在日居住期間でも3年以内（88.3%）を筆頭に、いずれも8割台。

⚫ 「日本エコレザー認定革」を“考慮すると思う”は87.6%（「考慮する」45.2%、「どちらかといえば考慮する」42.4%）。
“考慮しないと思う”は5.2%にとどまる。「どちらともいえない」は7.2%。

⚫ “考慮すると思う”は、イタリア（98.0%）がトップで、次いでタイ（92.0%）までが9割台、フランス（86.0%）、中国（82.0%）、アメリカ
（80.0%）が8割台。
年齢別では18～29歳（93.4%）、在日居住期間では3年以内（91.7%）が最も高い。

20.皮革製品の選択・購入時の「LWG認証レザー」「日本エコレザー認定革」の考慮度

⚫ リペアサービスの利用経験者は61.6%（「年1回以上」が16.0%、「2～3年に1回程度」26.0%、「3年以上前だが利用」19.6%。

⚫ 「利用したことはないが、関心はある」という関心層は25.2%、「利用したことはないし、関心もない」という無関心層は10.4%。

⚫ 利用経験者、年1回以上利用者はイタリア（90.0%、22.0%）、タイ（72.0%、22.0%）で高い傾向。無関心層（+「わからない」）は中国
（24.0%）、アメリカ（22.0%）で目立つ。

⚫ 利用経験者が特に高いのは、18～29歳（78.0%）、在日居住期間3年以内（76.7%）。無関心層（+「わからない」）は40歳以上
（24.6%）で目立つ。

21.日本国内での皮革製品のリペアサービスの利用経験・関心
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【訪日外国人】

⚫ “ポジティブなイメージ”は74.8%（「良い／ポジティブ」28.0%、「どちらかといえば良い／ポジティブ」46.8%）。
“ネガティブなイメージ”は4.4%で、「どちらともいえない・わからない」は20.8%。

⚫ “ポジティブなイメージ”は、イタリア（90.0%）で最も高く、次いでタイ（86.0%）、フランス（76.0%）。一方、中国（62.0%）、アメリカ
（60.0%）は6割台と相対的に低い。また、18～29歳（89.0%）、在日居住期間3年以内（90.0%）で9割前後と特に高く、年齢層が低
いほど、在日居住期間が短いほど高い傾向。

22.日本国内での皮革製品のリペアサービスのイメージ

⚫ 購入意向者は80.8%（「購入したい」27.6%、「どちらかといえば購入したい」53.2%）。非購入意向者は0.8%、「どちらともいえない・
わからない」は18.4%。

⚫ 購入意向者は、イタリア、フランスで90.0%、次いでタイ（88.0%）。一方、中国（72.0%）、アメリカ（64.0%）は相対的に低い（両国と
も「どちらともいえない・わからない」が他国に比べて高い）。また、女性（77.8%）より男性（83.9%）でより高く、18～29歳（89.0%）を
筆頭に年齢が低いほど、在日居住期間3年以内（88.3%）を筆頭に、在日居住期間が短いほど、購入意向は高くなる傾向。

24.オールメイドインジャパン革製品の購入意向

⚫ “日本製にこだわり”は64.4%（「強い」27.2%+「ある程度」37.2%）。一方、“日本以外の国のものにこだわり”は3.6%とわずか。

⚫ “日本製にこだわり”はタイ（86.0%）、イタリア（84.0%）で特に高く、アメリカ（38.0%）、中国（42.0%）では相対的に低い。
また、18～29歳（81.3%）でより高く、40歳以上（42.1%）では低め。在日居住期間では、3年以内（86.7%）、4～5年（72.9%）で高く、
11年以上（37.0%）で低め。

⚫ 「日本製か日本以外の国のものかについては、あまりこだわらない」は22.0%。中国（40.0%）、アメリカ（38.0%）で高め。
また、40歳以上（35.1%）、在日居住期間11年以上（37.0%）で比較的高い。

⚫ 「気にしたことはない（関心がなかった）」は10.0%。アメリカ（22.0%）で比較的高い。

23.皮革素材が日本製であることのこだわり度
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【訪日外国人】

⚫ 要望、期待のトップは「適正価格（コストパフォーマンスが高い）であること」16.8%、次いで「品質の良さ（の維持、向上）」12.0%。
以下、「デザイン（の重視、改善）」9.6%、「サステナビリティ（環境、アニマルウェルフェアなど）に配慮」7.2%、「（日本の）文化的、歴
史的価値（の活用、反映）」6.4%が続く。
「適正価格」は中国（38.0%）、「サステナビリティに配慮」はアメリカ（16.0%）、「（日本の）文化的、歴史的価値（の活用、反映）」はフ
ランス（18.0%）で、それぞれより高い。

⚫ 「「日本製」らしさ、ブランド力のアピール（認知度向上）」は5.6%、「（外国人に合うサイズ揃えなど）商品・スタイルの多様化」は
3.6%。一方、（ネガティブな）「高額化を懸念」する回答は1.2%。
なお、全体で36.0%の「特になし」が多いのは、イタリア（82.0%）、タイ（56.0%）。

25.オールメイドインジャパン革製品に対する要望、期待、意見

⚫ 信頼度（“信頼している”の率）は【①日本製】が93.2%と最も高く、大きく差があって【⑤ヨーロッパ製】71.2%が7割台、【④アメリカ
製】63.6%が6割台。

⚫ 【③東南アジア製】は34.4%と、上位に比べて大きな差（“信頼していない”の率は21.2%、「どちらともいえない」の評価保留層が4

割を占める）。

⚫ “信頼している”の率の最下位は【②中国製】で28.0%で、“信頼していない”の率（41.2%）を唯一、下回る。

26.各生産国の生活製品に対する信頼度

⚫ サステナブルな製品を選んで購入することは「よくある」が22.4%、「たまにある」は63.2%で、合わせた複数回購入者は85.6%。「ほ
とんどない」を加えたサステナブルな製品の購入経験者は94.8%の高率となる。「選んで購入したことはない」という非購入経験者
は3.6%。

⚫ 複数回購入者は、タイ、イタリア、フランスで94.0%と高い。一方、中国（76.0%）、アメリカ（70.0%）は相対的に低い。
また、18～29歳（92.3%）、在日居住期間の3年以内（95.0%）、4～5年（93.2%）で9割台と、特に高い。

27.サステナブルな生活製品の購入頻度
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2-1．調査結果の要約（ポイント）-【訪日外国人】

⚫ 「靴」51.9%を筆頭に、「衣服」47.7%、「食や料理（台所・食卓）の関連製品」43.9%までが4～5割台でトップ3。以下、「洗濯・掃除の
関連製品」「バッグ・鞄」「保健・衛生の関連製品」「家電」が3割台。

⚫ 「財布」「身の回り品・小物」「手袋」は2割台、「ベルト」は1割台後半。

⚫ 「衣服」はアメリカ、「バッグ・鞄」「財布」は中国、「身の回り品・小物」はタイ、アメリカ、「手袋」はタイ、「ベルト」はイタリアで、それぞ
れ高い傾向。一方、「靴」はイタリア（44.7%）で比較的低め。

⚫ 「靴」は30代、「衣服」は40歳以上、在日居住期間11年以上、「財布」は40歳以上、在日居住期間3年以内、「身の回り品・小物」は
在日居住期間4～5年、「手袋」は在日居住期間3年以内、「ベルト」は在日居住期間6～10年で、それぞれ高い傾向。

28.購入しているサステナブルな生活製品

⚫ サステナブルな製品の“イメージが強い”は【①日本製】83.2%と【⑤ヨーロッパ製】80.0%が僅差でトップ2。以下、大きく差があって、
【④アメリカ製】64.8%が続く。

⚫ 【③東南アジア製】は“イメージが強い”が39.6%、“イメージは強くない”が28.8%と、上位3国に比べれば両者の差が縮まっている。

⚫ 【②中国製】は“イメージは強くない”が38.8%と、“イメージが強い”の29.6%を唯一下回る。

⚫ なお、【③東南アジア製】【②中国製】は、「どちらともいえない」の評価保留層が約3割を占める。

29.各生産国の生活製品に対するサステナブルな製品イメージの程度
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3． 調査結果

訪日外国人Webアンケート 調査結果
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3-3．購入する皮革製品の素材として多いもの-【訪日外国人】

◼ 「牛革」が68.4%と圧倒的。大きく差があって、「ワニ革」24.4%、「山羊革」23.6%が2割台、「馬革」19.6%、「豚革」18.0%、「鹿革」10.8%が
1割台で続く。「わからない・忘れた」は8.8%。

◼ イタリアでは「牛革」（58.0%）が他国に比べて低く、逆に、「ワニ革」「山羊革」「豚革」は3～4割台と他国より高い。「山羊革」は中国（34.0%）、
「馬革」はタイ（32.0%）で高い。

◼ 「牛革」は30代以上で7割台と高く、18～29歳で相対的に低め（57.1%）。一方、「豚革」は18～29歳で他層より高い（28.6%）。
「ワニ革」「豚革」は在日居住期間3年以内で、他層より高い。

Q14．あなたが購入する皮革製品（レザー製品）の素材として多いものは何ですか。３つまで選んでお答えください。(MA->3)

※ ■：全体+10ポイント以上■：全体+5ポイント以上■：全体-5ポイント以下■：全体-10ポイント以下
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[250] 68.4 24.4 23.6 19.6 18.0 10.8 9.6 8.0 7.6 0.4 8.8

中国 [50] 78.0 8.0 34.0 24.0 14.0 2.0 2.0 6.0 4.0 - 6.0

タイ [50] 62.0 30.0 22.0 32.0 26.0 12.0 12.0 10.0 8.0 2.0 6.0

アメリカ [50] 76.0 12.0 4.0 4.0 12.0 12.0 10.0 - - - 20.0

イタリア [50] 58.0 48.0 46.0 18.0 30.0 14.0 18.0 12.0 14.0 - 4.0

フランス [50] 68.0 24.0 12.0 20.0 8.0 14.0 6.0 12.0 12.0 - 8.0

男性 [124] 63.7 29.0 23.4 22.6 17.7 7.3 14.5 9.7 9.7 - 11.3

女性 [126] 73.0 19.8 23.8 16.7 18.3 14.3 4.8 6.3 5.6 0.8 6.3

18～29歳 [91] 57.1 34.1 33.0 26.4 28.6 9.9 15.4 11.0 13.2 - 2.2

30代 [102] 74.5 22.5 17.6 18.6 12.7 8.8 5.9 6.9 6.9 1.0 9.8

40歳以上 [57] 75.4 12.3 19.3 10.5 10.5 15.8 7.0 5.3 - - 17.5

3年以内 [60] 58.3 40.0 25.0 25.0 31.7 11.7 11.7 10.0 15.0 - 1.7

4～5年 [59] 64.4 18.6 30.5 25.4 13.6 5.1 13.6 10.2 8.5 - 3.4

6～10年 [77] 72.7 24.7 22.1 18.2 11.7 10.4 7.8 7.8 6.5 1.3 13.0

11年以上 [54] 77.8 13.0 16.7 9.3 16.7 16.7 5.6 3.7 - - 16.7
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3-4．日本ブランド（日本製）皮革製品の購入経路-【訪日外国人】

◼ トップは「百貨店」で58.4%、次いで、「オンラインショップ・ECサイト」35.2%、「皮革製品の専門店」29.6%、「セレクトショップ」28.0%が続く。

◼ 「オンライン上のフリーマーケット・オークションサイト」「土産物店・スーベニアショップ」は1割未満。

◼ 「百貨店」はアメリカ（76.0%）で特に高く、「オンラインショップ・ECサイト」は中国（60.0%）で他国を上回る。
また、アメリカでは「セレクトショップ」38.0%、タイでは「輸入代行業」26.0%、「リアルのフリーマーケット・オークション会場」24.0%も高め。

◼ 「百貨店」は男性より女性、40歳以上、在日居住期間の長い層で高い。「セレクトショップ」は30代以上、在日居住期間11年以上、「輸入代
行業」は18～29歳、在日居住期間5年以内で、それぞれ高め。

Q2．あなたは、日本のブランド（日本製）の皮革製品（レザー製品）をどこで購入しますか（購入しましたか）。購入経路として、当てはまるものをすべてお選びください。(MA)

※ ■：全体+10ポイント以上■：全体+5ポイント以上■：全体-5ポイント以下■：全体-10ポイント以下
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[250] 58.4 35.2 29.6 28.0 19.6 14.8 12.4 12.0 8.4 6.8 3.2

中国 [50] 66.0 60.0 22.0 30.0 16.0 8.0 6.0 6.0 6.0 10.0 2.0

タイ [50] 52.0 40.0 38.0 22.0 24.0 26.0 18.0 24.0 8.0 2.0 -

アメリカ [50] 76.0 14.0 32.0 38.0 14.0 4.0 8.0 8.0 12.0 10.0 8.0

イタリア [50] 42.0 36.0 28.0 28.0 22.0 24.0 20.0 14.0 6.0 8.0 2.0

フランス [50] 56.0 26.0 28.0 22.0 22.0 12.0 10.0 8.0 10.0 4.0 4.0

男性 [124] 52.4 39.5 31.5 25.0 21.8 18.5 14.5 12.9 8.1 7.3 4.0

女性 [126] 64.3 31.0 27.8 31.0 17.5 11.1 10.3 11.1 8.7 6.3 2.4
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[245] 38.8 33.1 18.4 8.6 - 1.2 71.8 26.9 90.2 8.6

中国 [49] 36.7 28.6 22.4 12.2 - - 65.3 34.7 87.8 12.2

タイ [50] 24.0 42.0 26.0 8.0 - - 66.0 34.0 92.0 8.0

アメリカ [48] 68.8 20.8 - 6.3 - 4.2 89.6 6.3 89.6 6.3

イタリア [50] 40.0 38.0 16.0 6.0 - - 78.0 22.0 94.0 6.0

フランス [48] 25.0 35.4 27.1 10.4 - 2.1 60.4 37.5 87.5 10.4

男性 [122] 32.0 35.2 23.0 8.2 - 1.6 67.2 31.1 90.2 8.2

女性 [123] 45.5 30.9 13.8 8.9 - 0.8 76.4 22.8 90.2 8.9

18～29歳 [90] 30.0 34.4 22.2 13.3 - - 64.4 35.6 86.7 13.3

30代 [100] 34.0 37.0 21.0 6.0 - 2.0 71.0 27.0 92.0 6.0

40歳以上 [55] 61.8 23.6 7.3 5.5 - 1.8 85.5 12.7 92.7 5.5

3年以内 [60] 28.3 38.3 20.0 13.3 - - 66.7 33.3 86.7 13.3

4～5年 [56] 28.6 32.1 30.4 7.1 - 1.8 60.7 37.5 91.1 7.1

6～10年 [76] 40.8 34.2 14.5 7.9 - 2.6 75.0 22.4 89.5 7.9

11年以上 [53] 58.5 26.4 9.4 5.7 - - 84.9 15.1 94.3 5.7
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3-5．日本ブランド（日本製）皮革製品の選択・購入の過程-【訪日外国人】

◼ 「事前に調べることなく、直接店頭に行って選び、購入」が38.8%と最も多く、「ネットやカタログ、メルマガなどで事前に購入したい商品にあ
たりをつけ、店頭に行って選び、購入」33.1%。店頭で事前調べ、非店頭で購入（*3）は18.4%、事前調べも購入も非店頭（*4）は8.6%。

◼ “店頭で購入”は71.8%、“非店頭で購入”は26.9%。”店頭接触で購入”は90.2%、含めない“店頭非接触で購入”は8.6%。

◼ 「事前に調べることなく、直接店頭に行って選び、購入」および“店頭で購入”はアメリカ（68.8%、89.6%）で、特に高い。一方、“非店頭で購
入”は中国（34.7%）、タイ（34.0%）で他国より高い。

Q3．あなたは日本のブランド（日本製）の皮革製品（レザー製品）を
       選択・購入する際に、どのような過程を経て購入することが多いですか。
       以下の中から、最も当てはまると思うものを、
       ひとつだけお選びください。(SA)

※ ■：全体+10ポイント以上■：全体+5ポイント以上■：全体-5ポイント以下■：全体-10ポイント以下

N=（以下の購入経路での）皮革製品の
購入経験者
（「百貨店」「セレクトショップ」「皮革製品
の専門店」「質屋・中古品販売店」「輸入
代行業」「オンラインショップ・ECサイト」）

*5*4*3*2*1
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[245] 38.8 33.1 18.4 8.6 - 1.2 71.8 26.9 90.2 8.6

中国 [49] 36.7 28.6 22.4 12.2 - - 65.3 34.7 87.8 12.2

タイ [50] 24.0 42.0 26.0 8.0 - - 66.0 34.0 92.0 8.0

アメリカ [48] 68.8 20.8 - 6.3 - 4.2 89.6 6.3 89.6 6.3

イタリア [50] 40.0 38.0 16.0 6.0 - - 78.0 22.0 94.0 6.0

フランス [48] 25.0 35.4 27.1 10.4 - 2.1 60.4 37.5 87.5 10.4

男性 [122] 32.0 35.2 23.0 8.2 - 1.6 67.2 31.1 90.2 8.2

女性 [123] 45.5 30.9 13.8 8.9 - 0.8 76.4 22.8 90.2 8.9

18～29歳 [90] 30.0 34.4 22.2 13.3 - - 64.4 35.6 86.7 13.3

30代 [100] 34.0 37.0 21.0 6.0 - 2.0 71.0 27.0 92.0 6.0

40歳以上 [55] 61.8 23.6 7.3 5.5 - 1.8 85.5 12.7 92.7 5.5

3年以内 [60] 28.3 38.3 20.0 13.3 - - 66.7 33.3 86.7 13.3

4～5年 [56] 28.6 32.1 30.4 7.1 - 1.8 60.7 37.5 91.1 7.1

6～10年 [76] 40.8 34.2 14.5 7.9 - 2.6 75.0 22.4 89.5 7.9

11年以上 [53] 58.5 26.4 9.4 5.7 - - 84.9 15.1 94.3 5.7
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籍
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性別

年齢別

在日
居住

期間別

38.8 33.1
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3-5．日本ブランド（日本製）皮革製品の選択・購入の過程-【訪日外国人】

◼ 「事前に調べることなく、直接店頭に行って選び、購入」は男性（32.0%）より女性（45.5%）、40歳以上（61.8%）、在日居住期間11年以上
（58.5%）で特に高い。

◼ “店頭で購入”は40歳以上（85.5%）、在日居住期間11年以上（84.9%）で、特に高い。一方、“非店頭で購入”は18～29歳（35.6%）、在日
居住期間4～5年（37.5%）で高め。

Q3．あなたは日本のブランド（日本製）の皮革製品（レザー製品）を
       選択・購入する際に、どのような過程を経て購入することが多いですか。
       以下の中から、最も当てはまると思うものを、
       ひとつだけお選びください。(SA)

※ ■：全体+10ポイント以上■：全体+5ポイント以上■：全体-5ポイント以下■：全体-10ポイント以下

N=（以下の購入経路での）皮革製品の
購入経験者
（「百貨店」「セレクトショップ」「皮革製品
の専門店」「質屋・中古品販売店」「輸入
代行業」「オンラインショップ・ECサイト」）

*5*4*3*2*1
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[250] 54.8 34.8 26.8 16.0 26.8 18.0 20.4 10.4 12.4 25.2 16.0 28.8 6.8 10.4 8.8 17.6 8.0 18.8 7.6 17.6 8.4 1.2 16.0 13.2 1.2

中国 [50] 64.0 42.0 34.0 20.0 50.0 28.0 26.0 6.0 - 28.0 16.0 12.0 8.0 12.0 - 26.0 12.0 22.0 2.0 26.0 16.0 4.0 - 6.0 -

タイ [50] 42.0 22.0 20.0 18.0 28.0 24.0 12.0 28.0 24.0 24.0 20.0 48.0 12.0 12.0 16.0 18.0 4.0 16.0 12.0 14.0 8.0 - 20.0 12.0 -

アメリカ [50] 78.0 52.0 34.0 16.0 16.0 8.0 18.0 2.0 2.0 20.0 6.0 6.0 2.0 12.0 - 12.0 10.0 4.0 10.0 20.0 2.0 2.0 2.0 26.0 4.0

イタリア [50] 34.0 24.0 24.0 10.0 16.0 16.0 26.0 12.0 20.0 28.0 16.0 48.0 4.0 8.0 22.0 18.0 6.0 24.0 4.0 6.0 4.0 - 40.0 12.0 2.0

フランス [50] 56.0 34.0 22.0 16.0 24.0 14.0 20.0 4.0 16.0 26.0 22.0 30.0 8.0 8.0 6.0 14.0 8.0 28.0 10.0 22.0 12.0 - 18.0 10.0 -

男性 [124] 48.4 27.4 25.0 16.1 24.2 18.5 19.4 13.7 17.7 29.0 17.7 31.5 6.5 9.7 12.1 16.9 5.6 23.4 7.3 17.7 8.9 1.6 16.9 10.5 1.6

女性 [126] 61.1 42.1 28.6 15.9 29.4 17.5 21.4 7.1 7.1 21.4 14.3 26.2 7.1 11.1 5.6 18.3 10.3 14.3 7.9 17.5 7.9 0.8 15.1 15.9 0.8

18～29歳 [91] 39.6 19.8 19.8 15.4 24.2 14.3 19.8 12.1 22.0 25.3 14.3 51.6 6.6 8.8 16.5 14.3 5.5 20.9 6.6 13.2 8.8 1.1 26.4 5.5 -

30代 [102] 57.8 36.3 30.4 19.6 32.4 21.6 21.6 11.8 8.8 24.5 17.6 23.5 8.8 11.8 6.9 23.5 9.8 24.5 8.8 27.5 10.8 2.0 15.7 13.7 1.0

40歳以上 [57] 73.7 56.1 31.6 10.5 21.1 17.5 19.3 5.3 3.5 26.3 15.8 1.8 3.5 10.5 - 12.3 8.8 5.3 7.0 7.0 3.5 - - 24.6 3.5

3年以内 [60] 40.0 21.7 18.3 10.0 41.7 18.3 18.3 15.0 26.7 28.3 15.0 45.0 10.0 16.7 18.3 11.7 6.7 28.3 8.3 21.7 10.0 1.7 23.3 1.7 -

4～5年 [59] 49.2 20.3 32.2 16.9 22.0 16.9 22.0 11.9 11.9 22.0 22.0 44.1 10.2 10.2 10.2 23.7 10.2 18.6 10.2 13.6 13.6 - 18.6 11.9 -

6～10年 [77] 55.8 36.4 23.4 20.8 24.7 15.6 19.5 9.1 9.1 20.8 14.3 22.1 5.2 7.8 6.5 19.5 7.8 22.1 6.5 22.1 9.1 2.6 19.5 18.2 2.6

11年以上 [54] 75.9 63.0 35.2 14.8 18.5 22.2 22.2 5.6 1.9 31.5 13.0 3.7 1.9 7.4 - 14.8 7.4 3.7 5.6 11.1 - - - 20.4 1.9
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（単位：％）

3-6．日本ブランド（日本製）皮革製品を選択・購入する際の情報源-【訪日外国人】

◼ トップは「百貨店の店頭・店員」54.8%、次いで「セレクトショップの店頭・店員」34.8%、以下、「テレビ番組・CM」28.8%、「皮革製品の専門
店の店頭・店員」「百貨店のウェブサイト」の26.8%、「オンラインショップ・ECサイト（の商品ウェブサイト・カタログ等）」25.2%、「皮革製品の
専門店のウェブサイト」20.4%が2割台で続く。

◼ 「YouTube」「セレクトショップのウェブサイト」「ネットニュース・ソーシャルメディア記事」「Instagram」は17～18%台。

◼ 百貨店、セレクトショップの「店頭・店員」はアメリカ、百貨店、セレクトショップの「ウェブサイト」は中国、「質屋・中古品販売店のウェブサイト」
「輸入代行業（の商品ウェブサイト・カタログ等）」はタイ、「テレビ番組・CM」はタイ、イタリア、「ラジオ番組・CM」「動画配信サイト（AbemaTV、
Netflix等）」はイタリア、「家族、友人・知人からの口コミ」はアメリカで、それぞれ他国に比べて高い傾向。

Q4．あなたが日本のブランド（日本製）の皮革製品（レザー製品）を選択・購入する際の情報源として、当てはまるものをすべてお選びください。(MA)

※ ■：全体+10ポイント以上■：全体+5ポイント以上■：全体-5ポイント以下■：全体-10ポイント以下
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[250] 54.8 34.8 26.8 16.0 26.8 18.0 20.4 10.4 12.4 25.2 16.0 28.8 6.8 10.4 8.8 17.6 8.0 18.8 7.6 17.6 8.4 1.2 16.0 13.2 1.2

中国 [50] 64.0 42.0 34.0 20.0 50.0 28.0 26.0 6.0 - 28.0 16.0 12.0 8.0 12.0 - 26.0 12.0 22.0 2.0 26.0 16.0 4.0 - 6.0 -

タイ [50] 42.0 22.0 20.0 18.0 28.0 24.0 12.0 28.0 24.0 24.0 20.0 48.0 12.0 12.0 16.0 18.0 4.0 16.0 12.0 14.0 8.0 - 20.0 12.0 -

アメリカ [50] 78.0 52.0 34.0 16.0 16.0 8.0 18.0 2.0 2.0 20.0 6.0 6.0 2.0 12.0 - 12.0 10.0 4.0 10.0 20.0 2.0 2.0 2.0 26.0 4.0

イタリア [50] 34.0 24.0 24.0 10.0 16.0 16.0 26.0 12.0 20.0 28.0 16.0 48.0 4.0 8.0 22.0 18.0 6.0 24.0 4.0 6.0 4.0 - 40.0 12.0 2.0

フランス [50] 56.0 34.0 22.0 16.0 24.0 14.0 20.0 4.0 16.0 26.0 22.0 30.0 8.0 8.0 6.0 14.0 8.0 28.0 10.0 22.0 12.0 - 18.0 10.0 -

男性 [124] 48.4 27.4 25.0 16.1 24.2 18.5 19.4 13.7 17.7 29.0 17.7 31.5 6.5 9.7 12.1 16.9 5.6 23.4 7.3 17.7 8.9 1.6 16.9 10.5 1.6

女性 [126] 61.1 42.1 28.6 15.9 29.4 17.5 21.4 7.1 7.1 21.4 14.3 26.2 7.1 11.1 5.6 18.3 10.3 14.3 7.9 17.5 7.9 0.8 15.1 15.9 0.8

18～29歳 [91] 39.6 19.8 19.8 15.4 24.2 14.3 19.8 12.1 22.0 25.3 14.3 51.6 6.6 8.8 16.5 14.3 5.5 20.9 6.6 13.2 8.8 1.1 26.4 5.5 -

30代 [102] 57.8 36.3 30.4 19.6 32.4 21.6 21.6 11.8 8.8 24.5 17.6 23.5 8.8 11.8 6.9 23.5 9.8 24.5 8.8 27.5 10.8 2.0 15.7 13.7 1.0

40歳以上 [57] 73.7 56.1 31.6 10.5 21.1 17.5 19.3 5.3 3.5 26.3 15.8 1.8 3.5 10.5 - 12.3 8.8 5.3 7.0 7.0 3.5 - - 24.6 3.5

3年以内 [60] 40.0 21.7 18.3 10.0 41.7 18.3 18.3 15.0 26.7 28.3 15.0 45.0 10.0 16.7 18.3 11.7 6.7 28.3 8.3 21.7 10.0 1.7 23.3 1.7 -

4～5年 [59] 49.2 20.3 32.2 16.9 22.0 16.9 22.0 11.9 11.9 22.0 22.0 44.1 10.2 10.2 10.2 23.7 10.2 18.6 10.2 13.6 13.6 - 18.6 11.9 -

6～10年 [77] 55.8 36.4 23.4 20.8 24.7 15.6 19.5 9.1 9.1 20.8 14.3 22.1 5.2 7.8 6.5 19.5 7.8 22.1 6.5 22.1 9.1 2.6 19.5 18.2 2.6

11年以上 [54] 75.9 63.0 35.2 14.8 18.5 22.2 22.2 5.6 1.9 31.5 13.0 3.7 1.9 7.4 - 14.8 7.4 3.7 5.6 11.1 - - - 20.4 1.9
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（単位：％）

3-6．日本ブランド（日本製）皮革製品を選択・購入する際の情報源-【訪日外国人】

◼ 「百貨店の店頭・店員」「セレクトショップの店頭・店員」は男性より女性、40歳以上、在日居住期間11年以上で高い傾向。

◼ 「百貨店のウェブサイト」は在日居住期間3年以内、
「輸入代行業」は女性より男性、18～29歳、在日居住期間3年以内、
「テレビ番組・CM」は18～29歳、在日居住期間5年以内、
「動画配信サイト」は18～29歳、在日居住期間3年以内、
「家族、友人・知人からの口コミ」は40歳以上、在日居住期間6年以上で、それぞれ比較的高い。

Q4．あなたが日本のブランド（日本製）の皮革製品（レザー製品）を選択・購入する際の情報源として、当てはまるものをすべてお選びください。(MA)

※ ■：全体+10ポイント以上■：全体+5ポイント以上■：全体-5ポイント以下■：全体-10ポイント以下
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3-6．日本ブランド（日本製）皮革製品を選択・購入する際の

情報源＜集約＞-【訪日外国人】

◼ 情報源の回答を分類・集約してみると、“店頭・店員”からが81.6%と8割超、“ウェブサイト”からは57.2%と6割弱。

◼ “百貨店”での接触は63.6%、“セレクトショップ”は41.2%、“皮革製品の専門店”は39.6%。“質屋・中古品販売店”は22.0%、“SNS”は
36.4%。

◼ “ウェブサイト”は中国（70.0%）、タイ（78.0%）でより高い。“百貨店”はアメリカ（80.0%）、中国（76.0%）、“セレクトショップ”はアメリカ
（54.0%）、“皮革製品の専門店”は中国（54.0%）、“質屋・中古品販売店”はタイ（34.0%）でそれぞれ高め。

※ ■：全体+10ポイント以上■：全体+5ポイント以上■：全体-5ポイント以下■：全体-10ポイント以下

Q4．あなたが日本のブランド（日本製）の皮革製品（レザー製品）を選択・購入
       する際の情報源として、当てはまるものをすべてお選びください。(MA)
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[250] 81.6 57.2 63.6 41.2 39.6 22.0 36.4

中国 [50] 90.0 70.0 76.0 50.0 54.0 20.0 44.0

タイ [50] 76.0 78.0 50.0 32.0 32.0 34.0 34.0

アメリカ [50] 90.0 32.0 80.0 54.0 38.0 16.0 30.0

イタリア [50] 72.0 60.0 44.0 32.0 42.0 22.0 36.0

フランス [50] 80.0 46.0 68.0 38.0 32.0 18.0 38.0

男性 [124] 76.6 58.1 56.5 36.3 37.1 23.4 37.9

女性 [126] 86.5 56.3 70.6 46.0 42.1 20.6 34.9

18～29歳 [91] 68.1 60.4 51.6 28.6 35.2 24.2 38.5

30代 [102] 87.3 62.7 65.7 43.1 43.1 24.5 47.1

40歳以上 [57] 93.0 42.1 78.9 57.9 40.4 14.0 14.0

3年以内 [60] 70.0 75.0 58.3 31.7 33.3 20.0 43.3

4～5年 [59] 78.0 57.6 55.9 30.5 45.8 23.7 37.3

6～10年 [77] 85.7 50.6 62.3 39.0 35.1 24.7 42.9

11年以上 [54] 92.6 46.3 79.6 66.7 46.3 18.5 18.5
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（単位：％）
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3-6．日本ブランド（日本製）皮革製品を選択・購入する際の

情報源＜集約＞-【訪日外国人】

◼ “店頭・店員”は30代以上で高く、18～29歳で低め。在日居住期間では11年以上で高く、3年以内で低め。

◼ “ウェブサイト”は40歳以上で他層より低く、在日居住期間では3年以内で高く、11年以上で低め。

◼ “百貨店”“セレクトショップ”は40歳以上、在日居住期間11年以上、“SNS”は30代で、それぞれ高め。

※ ■：全体+10ポイント以上■：全体+5ポイント以上■：全体-5ポイント以下■：全体-10ポイント以下

Q4．あなたが日本のブランド（日本製）の皮革製品（レザー製品）を選択・購入
       する際の情報源として、当てはまるものをすべてお選びください。(MA)
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[250] 81.6 57.2 63.6 41.2 39.6 22.0 36.4

中国 [50] 90.0 70.0 76.0 50.0 54.0 20.0 44.0

タイ [50] 76.0 78.0 50.0 32.0 32.0 34.0 34.0

アメリカ [50] 90.0 32.0 80.0 54.0 38.0 16.0 30.0

イタリア [50] 72.0 60.0 44.0 32.0 42.0 22.0 36.0

フランス [50] 80.0 46.0 68.0 38.0 32.0 18.0 38.0

男性 [124] 76.6 58.1 56.5 36.3 37.1 23.4 37.9

女性 [126] 86.5 56.3 70.6 46.0 42.1 20.6 34.9

18～29歳 [91] 68.1 60.4 51.6 28.6 35.2 24.2 38.5

30代 [102] 87.3 62.7 65.7 43.1 43.1 24.5 47.1

40歳以上 [57] 93.0 42.1 78.9 57.9 40.4 14.0 14.0

3年以内 [60] 70.0 75.0 58.3 31.7 33.3 20.0 43.3

4～5年 [59] 78.0 57.6 55.9 30.5 45.8 23.7 37.3

6～10年 [77] 85.7 50.6 62.3 39.0 35.1 24.7 42.9

11年以上 [54] 92.6 46.3 79.6 66.7 46.3 18.5 18.5
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（単位：％）
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[250] 51.6 47.2 46.4 46.0 39.6 36.8 28.0 24.8 24.0 20.0 19.2 16.4 16.0 13.6 - 0.4

中国 [50] 54.0 50.0 50.0 30.0 18.0 40.0 20.0 22.0 10.0 18.0 12.0 10.0 8.0 4.0 - -

タイ [50] 44.0 28.0 36.0 42.0 38.0 44.0 34.0 18.0 24.0 20.0 22.0 16.0 20.0 22.0 - -

アメリカ [50] 76.0 88.0 62.0 68.0 66.0 24.0 32.0 44.0 34.0 8.0 12.0 22.0 22.0 22.0 - -

イタリア [50] 40.0 20.0 36.0 38.0 48.0 32.0 30.0 20.0 24.0 26.0 26.0 18.0 16.0 10.0 - 2.0

フランス [50] 44.0 50.0 48.0 52.0 28.0 44.0 24.0 20.0 28.0 28.0 24.0 16.0 14.0 10.0 - -

男性 [124] 47.6 45.2 43.5 45.2 37.1 41.1 30.6 20.2 18.5 21.0 19.4 16.9 16.9 15.3 - 0.8

女性 [126] 55.6 49.2 49.2 46.8 42.1 32.5 25.4 29.4 29.4 19.0 19.0 15.9 15.1 11.9 - -

18～29歳 [91] 38.5 24.2 33.0 35.2 34.1 41.8 24.2 15.4 24.2 34.1 19.8 14.3 17.6 11.0 - -

30代 [102] 52.9 52.9 54.9 49.0 36.3 35.3 27.5 30.4 26.5 14.7 20.6 15.7 17.6 14.7 - -

40歳以上 [57] 70.2 73.7 52.6 57.9 54.4 31.6 35.1 29.8 19.3 7.0 15.8 21.1 10.5 15.8 - 1.8

3年以内 [60] 46.7 28.3 41.7 36.7 26.7 45.0 21.7 11.7 18.3 33.3 18.3 20.0 23.3 18.3 - -

4～5年 [59] 28.8 27.1 30.5 35.6 32.2 44.1 27.1 20.3 28.8 23.7 16.9 8.5 11.9 8.5 - -

6～10年 [77] 58.4 57.1 51.9 46.8 45.5 31.2 31.2 29.9 24.7 15.6 24.7 18.2 13.0 13.0 - -

11年以上 [54] 72.2 75.9 61.1 66.7 53.7 27.8 31.5 37.0 24.1 7.4 14.8 18.5 16.7 14.8 - 1.9
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（単位：％）

3-7．皮革製品に具体的に求める点、期待する点-【訪日外国人】

◼ 「手触りの良さ」51.6%がトップ、次いで「耐久性（破れにくい・刃物などを通しにくい等）の機能」47.2%、「高級感・上質感」46.4%、「素材の
美しさ（色味・光沢等）」46.0%が4割台で続き、以下、「手入れすれば長持ちする」39.6%、「重量感」36.8%が3割台。

◼ アメリカでは、「手触りの良さ」から「手入れすれば長持ちする」までのトップ5をはじめ、多くの項目で他国を上回る。「重量感」はタイ、フラン
ス、「匂いが良い」はタイ、「耐熱性の機能」はイタリア、フランス、「保温性の機能」はイタリアで、それぞれ高め。

◼ 上位項目の多くは、特に40歳以上、在日居住期間11年以上で高く、18～29歳で低い傾向。一方、「耐熱性の機能」は18～29歳、在日居住
期間3年以内で高め。

Q15．（他の素材の製品と比べて）あなたが皮革製品（レザー製品）に具体的に求める点、期待する点は何ですか。
以下の中から、あてはまるものをすべてお選びください。(MA)

※ ■：全体+10ポイント以上■：全体+5ポイント以上■：全体-5ポイント以下■：全体-10ポイント以下
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[249] 18.5 18.1 11.2 9.2 8.4 6.8 6.0 5.2 4.4 3.2 3.2 2.4 2.0 1.2 - -

中国 [50] 26.0 4.0 16.0 14.0 6.0 - 6.0 - 4.0 6.0 6.0 8.0 2.0 2.0 - -

タイ [50] 8.0 22.0 6.0 10.0 2.0 10.0 10.0 12.0 10.0 4.0 - 2.0 - 4.0 - -

アメリカ [50] 36.0 18.0 10.0 14.0 6.0 - 4.0 - 4.0 2.0 2.0 2.0 2.0 - - -

イタリア [49] 4.1 34.7 8.2 - 12.2 16.3 6.1 6.1 4.1 2.0 4.1 - 2.0 - - -

フランス [50] 18.0 12.0 16.0 8.0 16.0 8.0 4.0 8.0 - 2.0 4.0 - 4.0 - - -

男性 [123] 19.5 20.3 9.8 5.7 8.1 8.1 6.5 5.7 5.7 3.3 2.4 3.3 0.8 0.8 - -

女性 [126] 17.5 15.9 12.7 12.7 8.7 5.6 5.6 4.8 3.2 3.2 4.0 1.6 3.2 1.6 - -

18～29歳 [91] 12.1 24.2 7.7 6.6 4.4 13.2 7.7 8.8 6.6 3.3 - 1.1 2.2 2.2 - -

30代 [102] 20.6 13.7 13.7 8.8 9.8 3.9 3.9 3.9 3.9 4.9 6.9 4.9 - 1.0 - -

40歳以上 [56] 25.0 16.1 12.5 14.3 12.5 1.8 7.1 1.8 1.8 - 1.8 - 5.4 - - -

3年以内 [60] 11.7 20.0 8.3 5.0 10.0 15.0 8.3 8.3 6.7 1.7 1.7 1.7 - 1.7 - -

4～5年 [59] 18.6 16.9 8.5 6.8 5.1 8.5 8.5 5.1 5.1 5.1 3.4 1.7 5.1 1.7 - -

6～10年 [77] 16.9 20.8 14.3 13.0 7.8 2.6 3.9 5.2 2.6 2.6 2.6 5.2 1.3 1.3 - -

11年以上 [53] 28.3 13.2 13.2 11.3 11.3 1.9 3.8 1.9 3.8 3.8 5.7 - 1.9 - - -
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（単位：％）

3-8．皮革製品に特に具体的に求める点、期待する点-【訪日外国人】

◼ 特に求める点を一つに絞った場合、「耐久性の機能」18.5%、「手入れすれば長持ちする」がトップ2。以下、「高級感・上質感」11.2%が1割
台、「手触りの良さ」9.2%、「素材の美しさ（色味・光沢等）」8.4%、「耐熱性の機能」6.8%などが1割未満で続く。

◼ 「耐久性」はアメリカ、「手入れすれば長持ち」はイタリアで、他国より特に高い。また、中国では「耐久性」「希少価値」、タイでは「保温性の
機能」「重量感」、イタリアでは「耐熱性の機能」、フランスでは「素材の美しさ」が、それぞれ高めの傾向。

◼ 「耐久性」は40歳以上、在日居住期間11年以上、「手入れすれば長持ち」「耐熱性の機能」は18～29歳、「手触りの良さ」は40歳以上で、そ
れぞれ高い。 Q16．では特に、（他の素材の製品と比べて）あなたが皮革製品（レザー製品）に具体的に求める点、期待する点を、

ひとつだけお選びください。(SA)

N=Q15=「特にない」回答者を除く

※ ■：全体+10ポイント以上■：全体+5ポイント以上■：全体-5ポイント以下■：全体-10ポイント以下
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3-11．購入経験のある日本ブランド（日本製）皮革製品-【訪日外国人】

◼ 「財布」54.8%、次いで「靴（シューズ）」51.2%が5割台でトップ2。「バッグ・鞄（バックパック・リュック等）」41.2%、「小物（キーケース・キーホ
ルダー等）」32.8%、「ファッション雑貨（手袋、ベルト等）」31.2%が続く。最下位は「衣服」19.2%。

◼ 「財布」はアメリカ（76.0%）、中国（70.0%）、「靴」は中国（68.0%）で特に高い。「ファッション雑貨」60.0%、「小物」46.0%もアメリカで、「衣
服」はイタリアで、それぞれ他国を上回る。

◼ 「バッグ・鞄」は男性より女性でより高い。「財布」は40歳以上、在日居住期間6年以上、「バッグ・鞄」は在日居住期間11年以上、「ファッショ
ン雑貨」は40歳以上、在日居住期間11年以上で、特に高い。

※ ■：全体+10ポイント以上■：全体+5ポイント以上■：全体-5ポイント以下■：全体-10ポイント以下
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衣
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そ
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[250] 54.8 51.2 41.2 32.8 31.2 19.2 2.8

中国 [50] 70.0 68.0 50.0 26.0 20.0 16.0 4.0

タイ [50] 46.0 54.0 44.0 22.0 22.0 18.0 2.0

アメリカ [50] 76.0 40.0 40.0 46.0 60.0 8.0 4.0

イタリア [50] 42.0 46.0 34.0 36.0 30.0 36.0 -

フランス [50] 40.0 48.0 38.0 34.0 24.0 18.0 4.0

男性 [124] 53.2 55.6 33.1 28.2 33.1 21.8 2.4

女性 [126] 56.3 46.8 49.2 37.3 29.4 16.7 3.2

18～29歳 [91] 44.0 47.3 39.6 29.7 27.5 25.3 -

30代 [102] 55.9 57.8 39.2 30.4 25.5 15.7 2.9

40歳以上 [57] 70.2 45.6 47.4 42.1 47.4 15.8 7.0

3年以内 [60] 48.3 60.0 41.7 28.3 28.3 15.0 -

4～5年 [59] 37.3 42.4 35.6 28.8 20.3 28.8 3.4

6～10年 [77] 64.9 49.4 36.4 35.1 31.2 22.1 2.6

11年以上 [54] 66.7 53.7 53.7 38.9 46.3 9.3 5.6

全体

国
籍
別

性別

年齢別

在日
居住

期間別

54.8 51.2
41.2

32.8 31.2

19.2

2.8
0%

20%

40%

60%

80%

全体

（単位：％）

Q1．あなたが、購入したことのある日本のブランド（日本製）の皮革製品（レザー製品）として、
あてはまるものをすべてお選びください。(MA)
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3-16．日本ブランド（日本製）皮革製品の推奨度-【訪日外国人】

◼ 購入・利用経験者の推奨度の指標となるNPSのスコアは、全体平均で18.8。いずれの属性でもプラスとなる（<推奨者>が<批判者>が上回
る回答状況）。

◼ NPSのスコアが最も高いのは、抜きんでてアメリカ（42.0）。他は順に、中国（18.0）、フランス（14.0）、タイ（12.0）、イタリア（8.0）。
女性（21.5%）が男性（16.1）を上回り、また、高年齢層ほど、居住期間が長いほど、NPSスコアは高い傾向。

Q8．あなたが、あなたご自身の出身国の知人に、日本のブランド（日本製）の皮革製品（レザー製品）を薦める可能性はどの程度ありますか。
「全く薦めない」（0点）から「強く薦める」（10点）までのいずれかでお答えください。(SA)

※ 顧客推奨度（NPS）・・・商品の購入・利用経験者に対して、「出身国の知人に、日本ブランド（日本製）皮革製品を薦める可能性はどの程度あります
か」と尋ね、回答を「全く勧めない」（0点）から「強く勧める」（10点）までの11段階で求める。「顧客推奨度（NPS）」の定義に基づき、9～10点の回答者
を<推奨者>、6点以下を<批判者>として、全体に占める<推奨者>の割合から<批判者>の割合を引いてNPSを算出する。

* スコア平均は、回答
値（0～10点）の平均

単位:%

N= NPS
推奨者
（9 ～10

点）

批判者
（6 点以

下）

0 点：
全く勧
めない

1点 2点 3点 4点 5点 6点 7点 8点 9点
10点：
強く勧
める

スコア
平均*

全 体 [250] 18.8 26.4 7.6 - 0.4 - 2.0 1.2 3.2 0.8 30.0 36.0 12.0 14.4 7.8

［国籍別］ 中国 [50] 18.0 28.0 10.0 - - - - 2.0 4.0 4.0 28.0 34.0 18.0 10.0 7.8

タイ [50] 12.0 14.0 2.0 - - - - 2.0 - - 42.0 42.0 8.0 6.0 7.7

アメリカ [50] 42.0 50.0 8.0 - - - - - 8.0 - 18.0 24.0 14.0 36.0 8.4

イタリア [50] 8.0 12.0 4.0 - 2.0 - 2.0 - - - 42.0 42.0 6.0 6.0 7.5

フランス [50] 14.0 28.0 14.0 - - - 8.0 2.0 4.0 - 20.0 38.0 14.0 14.0 7.6

［性別］  男性 [124] 16.1 24.2 8.1 - 0.8 - - 2.4 3.2 1.6 27.4 40.3 12.9 11.3 7.8

女性 [126] 21.5 28.6 7.1 - - - 4.0 - 3.2 - 32.5 31.7 11.1 17.5 7.8

［年齢別］ 18～29歳 [91] 7.7 11.0 3.3 - - - 1.1 - 2.2 - 44.0 41.8 7.7 3.3 7.6

30代 [102] 19.6 29.4 9.8 - - - 1.0 2.9 3.9 2.0 26.5 34.3 14.7 14.7 7.9

40歳以上 [57] 35.1 45.6 10.5 - 1.8 - 5.3 - 3.5 - 14.0 29.8 14.0 31.6 8.1

［在日居住期間別］ 3年以内 [60] 13.4 16.7 3.3 - - - - 1.7 1.7 - 31.7 48.3 8.3 8.3 7.8

4～5年 [59] 6.7 16.9 10.2 - - - 3.4 1.7 5.1 - 37.3 35.6 15.3 1.7 7.4

6～10年 [77] 23.4 29.9 6.5 - - - 1.3 - 3.9 1.3 31.2 32.5 10.4 19.5 8.0

11年以上 [54] 31.5 42.6 11.1 - 1.9 - 3.7 1.9 1.9 1.9 18.5 27.8 14.8 27.8 8.0
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[250] 47.2 40.8 34.8 26.4 22.4 14.8 0.8 8.4 91.6

中国 [50] 54.0 50.0 46.0 26.0 18.0 14.0 - 6.0 94.0

タイ [50] 50.0 46.0 30.0 26.0 28.0 14.0 - 8.0 92.0

アメリカ [50] 38.0 38.0 42.0 26.0 6.0 18.0 4.0 16.0 84.0

イタリア [50] 44.0 36.0 28.0 32.0 38.0 12.0 - 8.0 92.0

フランス [50] 50.0 34.0 28.0 22.0 22.0 16.0 - 4.0 96.0

男性 [124] 51.6 36.3 35.5 27.4 24.2 14.5 - 8.1 91.9

女性 [126] 42.9 45.2 34.1 25.4 20.6 15.1 1.6 8.7 91.3

18～29歳 [91] 56.0 46.2 29.7 20.9 30.8 13.2 - - 100.0

30代 [102] 46.1 37.3 37.3 28.4 18.6 13.7 - 10.8 89.2

40歳以上 [57] 35.1 38.6 38.6 31.6 15.8 19.3 3.5 17.5 82.5

3年以内 [60] 58.3 41.7 33.3 18.3 40.0 16.7 - - 100.0

4～5年 [59] 57.6 39.0 28.8 22.0 18.6 10.2 - 1.7 98.3

6～10年 [77] 39.0 40.3 39.0 36.4 20.8 15.6 - 11.7 88.3

11年以上 [54] 35.2 42.6 37.0 25.9 9.3 16.7 3.7 20.4 79.6

全体

国
籍
別

性別

年齢別

在日
居住

期間別

47.2
40.8

34.8
26.4 22.4

14.8
0.8

8.4

91.6

0%

20%

40%

60%

80%

100%

全体

（単位：％）

3-17．日本ブランド（日本製）皮革製品の種類別購入意向-【訪日外国人】

◼ 購入を考えている皮革製品がある購入意向者は91.6%で、「特にない」は8.4%。意向率はアメリカ（84.0%）で唯一8割台と、相対的に低め。

◼ 種類別では「靴」47.2%、「バッグ・鞄」40.8%が4割台でトップ2、以下、「財布」34.8%、「ファッション雑貨」26.4%、「衣服」22.4%と続く。最下
位は「小物」14.8%。「財布」は中国（46.0%）、「衣服」はイタリア（38.0%）で、他国より購入意向が高い傾向。

◼ 在日居住期間でみると、「靴」は5年以内、「ファッション雑貨」は6～10年、「衣服」は3年以内で、特に高い傾向。11年以上では「特にない」
が20.4%と目立つ。

※ ■：全体+10ポイント以上■：全体+5ポイント以上■：全体-5ポイント以下■：全体-10ポイント以下

Q10．現在（近いうちに）、あなたが購入を考えている（欲しいと思っている）日本のブランド（日本製）の皮革製品（レザー製品）はありますか。以下の中から、あてはまるものをすべてお選びください。(MA)
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3-24．日本国内での皮革製品のリペアサービスの利用経験・関心-【訪日外国人】

◼ リペアサービスの利用経験者は61.6%で、内訳は「年1回以上」が16.0%（「年に複数回」3.2%、「年に1回程度」12.8%）、「2～3年に1回程
度」26.0%、「3年以上前だが利用したことがある」19.6%。

◼ 「利用したことはないが、関心はある」という関心層は25.2%、「利用したことはないし、関心もない」という無関心層は10.4%。

◼ 利用経験者、年1回以上利用者はイタリア（90.0%、22.0%）、タイ（72.0%、22.0%）で高い傾向。無関心層（+「わからない」）は中国
（24.0%）、アメリカ（22.0%）で目立つ。

◼ 利用経験者が特に高いのは、18～29歳（78.0%）、在日居住期間3年以内（76.7%）。無関心層（+「わからない」）は40歳以上（24.6%）で目
立つ。 Q22.あなたは、日本国内で皮革製品（レザー製品）のリペアサービス（傷の修理、色落ちの染め直しなどのサービス）を利用したことがありますか。(SA)
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[250] 3.2 12.8 26.0 19.6 25.2 10.4 2.8 16.0 61.6 86.8 13.2

中国 [50] 6.0 8.0 16.0 14.0 32.0 18.0 6.0 14.0 44.0 76.0 24.0

タイ [50] 2.0 20.0 34.0 16.0 16.0 8.0 4.0 22.0 72.0 88.0 12.0

アメリカ [50] 6.0 2.0 14.0 28.0 28.0 18.0 4.0 8.0 50.0 78.0 22.0

イタリア [50] 2.0 20.0 44.0 24.0 8.0 2.0 - 22.0 90.0 98.0 2.0

フランス [50] - 14.0 22.0 16.0 42.0 6.0 - 14.0 52.0 94.0 6.0

男性 [124] 2.4 13.7 30.6 19.4 22.6 7.3 4.0 16.1 66.1 88.7 11.3

女性 [126] 4.0 11.9 21.4 19.8 27.8 13.5 1.6 15.9 57.1 84.9 15.1

18～29歳 [91] 2.2 17.6 37.4 20.9 15.4 5.5 1.1 19.8 78.0 93.4 6.6

30代 [102] 2.0 11.8 23.5 16.7 33.3 9.8 2.9 13.7 53.9 87.3 12.7

40歳以上 [57] 7.0 7.0 12.3 22.8 26.3 19.3 5.3 14.0 49.1 75.4 24.6

3年以内 [60] - 16.7 41.7 18.3 16.7 5.0 1.7 16.7 76.7 93.3 6.7

4～5年 [59] 3.4 15.3 25.4 16.9 32.2 6.8 - 18.6 61.0 93.2 6.8

6～10年 [77] 2.6 11.7 23.4 18.2 27.3 14.3 2.6 14.3 55.8 83.1 16.9

11年以上 [54] 7.4 7.4 13.0 25.9 24.1 14.8 7.4 14.8 53.7 77.8 22.2
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（単位：％）
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り
－
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(
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+
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[250] 27.2 37.2 22.0 2.0 1.6 10.0 - 64.4 3.6

中国 [50] 10.0 32.0 40.0 4.0 - 14.0 - 42.0 4.0

タイ [50] 46.0 40.0 6.0 - 2.0 6.0 - 86.0 2.0

アメリカ [50] 8.0 30.0 38.0 2.0 - 22.0 - 38.0 2.0

イタリア [50] 52.0 32.0 10.0 2.0 4.0 - - 84.0 6.0

フランス [50] 20.0 52.0 16.0 2.0 2.0 8.0 - 72.0 4.0

男性 [124] 29.0 37.9 21.0 1.6 1.6 8.9 - 66.9 3.2

女性 [126] 25.4 36.5 23.0 2.4 1.6 11.1 - 61.9 4.0

18～29歳 [91] 44.0 37.4 12.1 1.1 2.2 3.3 - 81.3 3.3

30代 [102] 20.6 41.2 23.5 1.0 2.0 11.8 - 61.8 2.9

40歳以上 [57] 12.3 29.8 35.1 5.3 - 17.5 - 42.1 5.3

3年以内 [60] 35.0 51.7 6.7 1.7 3.3 1.7 - 86.7 5.0

4～5年 [59] 42.4 30.5 13.6 3.4 1.7 8.5 - 72.9 5.1

6～10年 [77] 22.1 37.7 29.9 - 1.3 9.1 - 59.7 1.3

11年以上 [54] 9.3 27.8 37.0 3.7 - 22.2 - 37.0 3.7

全体
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20%

40%

60%

80%
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（単位：％）

3-26．皮革素材が日本製であることのこだわり度-【訪日外国人】

◼ 日本製の皮革素材に「強いこだわり」は27.2%で、「ある程度こだわり」37.2%を合わせた“日本製にこだわり”は64.4%。一方、“日本以外
の国のものにこだわり”は3.6%とわずか。
“日本製にこだわり”はタイ（86.0%）、イタリア（84.0%）で特に高く、アメリカ（38.0%）、中国（42.0%）では相対的に低い。

◼ 皮革素材が「日本製か日本以外の国のものかについては、あまりこだわらない」は22.0%。中国（40.0%）、アメリカ（38.0%）で高め。

◼ 「気にしたことはない（関心がなかった）」は10.0%。アメリカ（22.0%）で比較的高い。
Q24．あなたは、皮革製品（レザー製品）を選択・購入する際、皮革素材が日本製であることに、どの程度こだわりを持っていますか。最も当てはまると思うものを、ひとつだけお選びください。(SA)
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[250] 27.2 37.2 22.0 2.0 1.6 10.0 - 64.4 3.6

中国 [50] 10.0 32.0 40.0 4.0 - 14.0 - 42.0 4.0

タイ [50] 46.0 40.0 6.0 - 2.0 6.0 - 86.0 2.0

アメリカ [50] 8.0 30.0 38.0 2.0 - 22.0 - 38.0 2.0

イタリア [50] 52.0 32.0 10.0 2.0 4.0 - - 84.0 6.0

フランス [50] 20.0 52.0 16.0 2.0 2.0 8.0 - 72.0 4.0

男性 [124] 29.0 37.9 21.0 1.6 1.6 8.9 - 66.9 3.2

女性 [126] 25.4 36.5 23.0 2.4 1.6 11.1 - 61.9 4.0

18～29歳 [91] 44.0 37.4 12.1 1.1 2.2 3.3 - 81.3 3.3

30代 [102] 20.6 41.2 23.5 1.0 2.0 11.8 - 61.8 2.9

40歳以上 [57] 12.3 29.8 35.1 5.3 - 17.5 - 42.1 5.3

3年以内 [60] 35.0 51.7 6.7 1.7 3.3 1.7 - 86.7 5.0

4～5年 [59] 42.4 30.5 13.6 3.4 1.7 8.5 - 72.9 5.1

6～10年 [77] 22.1 37.7 29.9 - 1.3 9.1 - 59.7 1.3

11年以上 [54] 9.3 27.8 37.0 3.7 - 22.2 - 37.0 3.7

全体

国
籍
別

性別

年齢別

在日
居住

期間別
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2.0 1.6
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20%

40%

60%

80%

全体

（単位：％）

3-26．皮革素材が日本製であることのこだわり度-【訪日外国人】

◼ “日本製にこだわり”は18～29歳（81.3%）でより高く、40歳以上（42.1%）では低め。在日居住期間では、3年以内（86.7%）、4～5年
（72.9%）で高く、11年以上（37.0%）で低め。

◼ 皮革素材が「日本製か日本以外の国のものかについては、あまりこだわらない」は40歳以上（35.1%）、在日居住期間11年以上（37.0%）で
比較的高い。

Q24．あなたは、皮革製品（レザー製品）を選択・購入する際、皮革素材が日本製であることに、どの程度こだわりを持っていますか。最も当てはまると思うものを、ひとつだけお選びください。(SA)
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[214] 51.9 47.7 43.9 36.9 36.0 34.6 33.2 29.4 29.0 26.6 25.2 22.0 20.1 20.1 18.2 18.2 16.4 10.3 - 1.4

中国 [38] 55.3 52.6 21.1 18.4 47.4 21.1 18.4 18.4 47.4 13.2 15.8 18.4 13.2 - 15.8 5.3 13.2 5.3 - 2.6

タイ [47] 55.3 40.4 46.8 38.3 23.4 27.7 53.2 23.4 21.3 27.7 31.9 34.0 23.4 25.5 17.0 23.4 10.6 19.1 - -

アメリカ [35] 48.6 65.7 62.9 60.0 40.0 54.3 11.4 28.6 22.9 22.9 31.4 17.1 40.0 31.4 14.3 20.0 25.7 14.3 - 2.9

イタリア [47] 44.7 31.9 36.2 23.4 27.7 27.7 40.4 48.9 31.9 29.8 21.3 25.5 4.3 8.5 23.4 19.1 10.6 2.1 - -

フランス [47] 55.3 53.2 53.2 46.8 44.7 44.7 34.0 25.5 23.4 36.2 25.5 12.8 23.4 34.0 19.1 21.3 23.4 10.6 - 2.1

男性 [104] 52.9 43.3 42.3 38.5 32.7 32.7 34.6 27.9 26.9 26.0 29.8 26.9 13.5 23.1 22.1 20.2 18.3 12.5 - 1.9

女性 [110] 50.9 51.8 45.5 35.5 39.1 36.4 31.8 30.9 30.9 27.3 20.9 17.3 26.4 17.3 14.5 16.4 14.5 8.2 - 0.9

18～29歳 [84] 48.8 40.5 34.5 33.3 34.5 27.4 36.9 34.5 23.8 25.0 26.2 25.0 16.7 15.5 21.4 14.3 14.3 11.9 - -

30代 [83] 59.0 51.8 54.2 36.1 34.9 37.3 33.7 32.5 30.1 31.3 26.5 19.3 20.5 19.3 16.9 24.1 13.3 10.8 - 1.2

40歳以上 [47] 44.7 53.2 42.6 44.7 40.4 42.6 25.5 14.9 36.2 21.3 21.3 21.3 25.5 29.8 14.9 14.9 25.5 6.4 - 4.3

3年以内 [57] 50.9 45.6 31.6 29.8 36.8 33.3 38.6 31.6 38.6 28.1 29.8 28.1 15.8 19.3 14.0 15.8 15.8 10.5 - -

4～5年 [55] 52.7 45.5 45.5 41.8 36.4 30.9 36.4 34.5 12.7 20.0 34.5 23.6 14.5 21.8 18.2 23.6 16.4 18.2 - 1.8

6～10年 [62] 53.2 40.3 48.4 30.6 33.9 25.8 29.0 30.6 32.3 29.0 19.4 17.7 17.7 12.9 27.4 12.9 12.9 4.8 - 1.6

11年以上 [40] 50.0 65.0 52.5 50.0 37.5 55.0 27.5 17.5 32.5 30.0 15.0 17.5 37.5 30.0 10.0 22.5 22.5 7.5 - 2.5

全体
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20%

40%

60%

全体

（単位：％）

3-31．購入しているサステナブルな生活製品-【訪日外国人】

◼ 「靴」51.9%を筆頭に、「衣服」47.7%、「食や料理（台所・食卓）の関連製品」43.9%までが4～5割台でトップ3。次いで、「洗濯・掃除の関連
製品」「バッグ・鞄」「保健・衛生の関連製品」「家電」が3割台で続く。

◼ 「財布」「身の回り品・小物」「手袋」は2割台、「ベルト」は1割台後半。

◼ 「衣服」はアメリカ、「バッグ・鞄」「財布」は中国、「身の回り品・小物」はタイ、アメリカ、「手袋」はタイ、「ベルト」はイタリアで、それぞれ高い傾
向。一方、「靴」はイタリア（44.7%）で比較的低め。

Q29.あなたが選んで購入することがあるサステナブルな生活製品は何ですか。(MA)
N=サステナブルな製品を選んで購入することのある回答者

※ ■：全体+10ポイント以上■：全体+5ポイント以上■：全体-5ポイント以下■：全体-10ポイント以下



190 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

ｎ

靴

（
シ

ュ
ー

ズ

）

衣
服

食
や
料
理

（
台
所
・
食
卓

）

の
関
連
製
品

（
ラ

ッ
プ

、
ス

ト
ロ
ー

、
食
器

、
保
存
容
器

等

）

洗
濯
・
掃
除
の
関
連
製
品

（
洗
剤

、
ウ
ー

ル
／
ド
ラ
イ

ヤ
ー

ボ
ー

ル

、
洗
濯
ネ

ッ
ト

等

）

バ

ッ
グ
・
鞄

保
健
・
衛
生
の
関
連
製
品

（
ト

イ
レ
タ
リ
ー

製
品

、
バ
ス
製

品

、
綿
棒
等

）

家
電

装
身
具

（
メ
ガ
ネ

、
時
計

、

ネ
ク
タ
イ

、
指
輪

、
イ
ヤ
リ

ン
グ
等

）

財
布

イ
ン
テ
リ
ア
・
家
具
・
寝
具

身
の
回
り
品
・
小
物

（
ハ
ン

カ
チ

、
キ
ー

ケ
ー

ス

、
キ
ー

ホ
ル
ダ
ー

等

）

手
袋

化
粧
品

育
児
・
子
育
て
の
関
連
製
品

（
子
ど
も
服

、
お
も
ち

ゃ

等

）

ベ
ル
ト

娯
楽
・
レ
ジ

ャ
ー

の
関
連
製

品 文
具

雑
貨

そ
の
他

わ
か
ら
な
い
・
忘
れ
た

[214] 51.9 47.7 43.9 36.9 36.0 34.6 33.2 29.4 29.0 26.6 25.2 22.0 20.1 20.1 18.2 18.2 16.4 10.3 - 1.4

中国 [38] 55.3 52.6 21.1 18.4 47.4 21.1 18.4 18.4 47.4 13.2 15.8 18.4 13.2 - 15.8 5.3 13.2 5.3 - 2.6

タイ [47] 55.3 40.4 46.8 38.3 23.4 27.7 53.2 23.4 21.3 27.7 31.9 34.0 23.4 25.5 17.0 23.4 10.6 19.1 - -

アメリカ [35] 48.6 65.7 62.9 60.0 40.0 54.3 11.4 28.6 22.9 22.9 31.4 17.1 40.0 31.4 14.3 20.0 25.7 14.3 - 2.9

イタリア [47] 44.7 31.9 36.2 23.4 27.7 27.7 40.4 48.9 31.9 29.8 21.3 25.5 4.3 8.5 23.4 19.1 10.6 2.1 - -

フランス [47] 55.3 53.2 53.2 46.8 44.7 44.7 34.0 25.5 23.4 36.2 25.5 12.8 23.4 34.0 19.1 21.3 23.4 10.6 - 2.1

男性 [104] 52.9 43.3 42.3 38.5 32.7 32.7 34.6 27.9 26.9 26.0 29.8 26.9 13.5 23.1 22.1 20.2 18.3 12.5 - 1.9

女性 [110] 50.9 51.8 45.5 35.5 39.1 36.4 31.8 30.9 30.9 27.3 20.9 17.3 26.4 17.3 14.5 16.4 14.5 8.2 - 0.9

18～29歳 [84] 48.8 40.5 34.5 33.3 34.5 27.4 36.9 34.5 23.8 25.0 26.2 25.0 16.7 15.5 21.4 14.3 14.3 11.9 - -

30代 [83] 59.0 51.8 54.2 36.1 34.9 37.3 33.7 32.5 30.1 31.3 26.5 19.3 20.5 19.3 16.9 24.1 13.3 10.8 - 1.2

40歳以上 [47] 44.7 53.2 42.6 44.7 40.4 42.6 25.5 14.9 36.2 21.3 21.3 21.3 25.5 29.8 14.9 14.9 25.5 6.4 - 4.3

3年以内 [57] 50.9 45.6 31.6 29.8 36.8 33.3 38.6 31.6 38.6 28.1 29.8 28.1 15.8 19.3 14.0 15.8 15.8 10.5 - -

4～5年 [55] 52.7 45.5 45.5 41.8 36.4 30.9 36.4 34.5 12.7 20.0 34.5 23.6 14.5 21.8 18.2 23.6 16.4 18.2 - 1.8

6～10年 [62] 53.2 40.3 48.4 30.6 33.9 25.8 29.0 30.6 32.3 29.0 19.4 17.7 17.7 12.9 27.4 12.9 12.9 4.8 - 1.6

11年以上 [40] 50.0 65.0 52.5 50.0 37.5 55.0 27.5 17.5 32.5 30.0 15.0 17.5 37.5 30.0 10.0 22.5 22.5 7.5 - 2.5

全体

国
籍
別

性別

年齢別

在日
居住

期間別

51.9
47.7

43.9
36.9 36.0 34.6 33.2

29.4 29.0 26.6 25.2 22.0 20.1 20.1 18.2 18.2 16.4
10.3

1.4
0%

20%

40%

60%

全体

（単位：％）

3-31．購入しているサステナブルな生活製品-【訪日外国人】

◼ 「靴」は30代、「衣服」は40歳以上、在日居住期間11年以上、「財布」は40歳以上、在日居住期間3年以内、「身の回り品・小物」は在日居住
期間4～5年、「手袋」は在日居住期間3年以内、「ベルト」は在日居住期間6～10年で、それぞれ高い傾向。

Q29.あなたが選んで購入することがあるサステナブルな生活製品は何ですか。(MA)
N=サステナブルな製品を選んで購入することのある回答者

※ ■：全体+10ポイント以上■：全体+5ポイント以上■：全体-5ポイント以下■：全体-10ポイント以下
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【2】定性調査

-国内一般消費者グループインタビュー

-訪日外国人グループインタビュー

Ⅱ-2.国内普及に関する調査

Ⅱ-2-1. 国内一般消費者及びインバウンドの

普及拡大ポテンシャル調査
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国内一般消費者／訪日外国人グループインタビュー
調査結果
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全グループを通して、皮革製品の使用は減少の傾向。
特に、衣類（アウター・ジャケット）は軽さを重視のため、ダウンの選択者が散見された。また、鞄やバッグでも軽さを重視するという女性も一定数存在。

但し、財布等の小物や、ビジネスシーンで使用する鞄、靴、名刺入れ等に於いては変化はなく、今後も使用したい意向が伺えた。

【グループ１）日本人（男性）グループ】

欧米ブランドのデザインや世界観に魅力を感じて選択している40～50代に於いては、日本製（日本ブランド）の利用増は難しい印象
⚫ ビジネスシーンでの使用が主である30代と、皮革製品を愛し、“革を育てる”ことに価値を感じている40～50代では、皮革製品に対する意識や実態に大きな差がみられた。

⚫ 30代は皮革素材のこだわりはない。シンプルなデザインで無難な製品を選択すると自ずと日本製となっている様子。ブランドの主張が強い欧米製は抵抗があるため、今後も
日本製を選んでいく意向。

⚫ 欧米ブランドの利用が多い40～50代は欧米ブランドのデザイン力や知名度の高さに加えて、ブランドごとの特徴的なデザインや世界観も含めて魅力となっている。一方、日
本製（日本ブランド）に対しては、職人の技術の高さは認めているものの、「ブランドのヒストリーが見えづらい」「ブランドのシンボルとなるデザインや革の表現がない」との声も
聞かれ、現状では日本製（日本ブランド）への移行は難しい状況であることが伺える。

【グループ２）日本人（女性）グループ】

欧米ブランドから日本製（日本ブランド）に移行のポテンシャル大。但し、日本製皮革素材であることに価値を見出せていない人も。
⚫ 年齢とともに欧米ブランドへの憧れが薄れてきたと同時に、シンプルなデザインを好むように。同時に、長く使える確かな製品を選んでいきたい意向もあり、自ずと日本製（日

本ブランド）の皮革製品に接したり、購入したりする機会が増えてきている様子。
⚫ 但し、皮革素材に対しては、栃木レザーの購入者は柔らかい皮革であると満足していたが、他からは「日本製皮革素材にこだわる必要があるのか？」という声も挙がる。外国

製にこだわる様子も伺えないことから、日本製皮革素材であることの価値を見出せていないことが大きな要因であると思われる。

【グループ３）訪日外国人（欧米）グループ】

日本製（日本ブランド）はクオリティが高いと評す一方で、イメージがない、特徴がないとの声も。加えて、皮革製品にプライドを持つイタリア人は自
国のブランドしか評価しないという声もあり、現状での評価は難しい。但し、“ジャパンブランド”としての特徴を見出していくことで市場拡大の可能性も。
⚫ 日本製（日本ブランド）は丁寧に作られてクオリティが高いとのイメージ。その一方で、「日本の皮革製品のイメージがない」「特徴がない」という声も多数。
⚫ 加えて、「イタリア人はプライドがあるから、イタリアのブランドしか買わない」との声もあり、現状では欧米の消費者に評価してもらうことは難しい様子が伺える。
⚫ 今後、包丁やガラス製品、錫製品のように世界に誇れる“ジャパンブランド”としてブランディングしていく、もしくは「レクサスのシートに使用されている」という価値を感じる試みに

よって、欧米への市場拡大もあり得る可能性も伺える。

【グループ４）訪日外国人（アジア）グループ】

タイでは他製品の日本製が流行。故に品質が良い日本製の皮革製品の評価も望める可能性が大。但し、自国のデザインや品質も良くなっているため、
市場の拡大は急がれる。中国に於いては、（中国で製造されている）日本のメーカーへの信頼はあるものの、日本製としての評価は厳しい様子
⚫ 日本製（日本ブランド）は縫製が丁寧。且つ丈夫で品質が良いとのイメージ。また、靴の造りや、財布や名刺ケースの使い勝手もアジア人に合うと評す人も。
⚫ 加えて、タイではオニツカタイガー等の日本製が流行っていることもあり、日本製（日本ブランド）の皮革製品はタイの消費者に評価されるとの声。但し、「最近は自国製のデ

ザインも品質も良くなり高級感もあるが、ノーブランドだから価格はイタリアや日本の半分」との声も聞かれ、市場の拡大は急がれる状況であると思われる。
⚫ 中国に於いても同様に自国製の品質が良くなっている。但し、日本メーカーは信頼できるとの評価。故に、中国で製造された日本のメーカーの皮革製品を日本に買いに来る

との声も。依って、日本メーカーへの信頼は大きいものの、日本製（日本ブランド）としての評価は厳しい様子。

国内一般消費者／訪日外国人グループインタビューによる示唆まとめ
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Ⅱ-3.海外展開に関する調査

Ⅱ-3-1. 海外展開・ブランド力強化の

現状・課題等
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２．海外展開・ブランド力強化に係る過年度調査結果による示唆

ブランド局強化・
海外展開の目的の

明確化

展開先・取引先の
選定

強み・弱みの分析

ブランド化・
海外展開・

新規取引の開始

ブランド化・
海外展開・
取引の継続

●海外展開・新規取引までのステップと課題（過年度事業報告書での主な指摘）

◼ 【製、タ】 社内の様々な資源の不足。
◼ 【製】ブランド化では営業部隊を自社で持つことが重要。土屋鞄製造所は、数人の社員を配置し、メールマガジンの発信等を自社で実施。
◼ 【製】家具メーカーと家電雑貨メーカーは、語学と営業力がある元商社マンが世界中を回っている。
◼ 【製、タ】展示会だけで終わっていて、フォローできていない。お礼メールさえ出せていない。
◼ 【製、タ】 大量生産できないので、販路の急な拡大は難しい。／等

◼ 【タ】欧州ブランドは、欧州域内で生産された等級の高い上質を仕入れることができる。
◼ 【タ】艶や色など様々な点においてイタリア原皮は質が高い。
◼ 【製、タ】一定の品質の皮革を量産・安定供給してくれるタンナーが日本には少ない（欧州には存在）。
◼ 【タ】印伝や日本の伝統技法で染色したような日本の独自色のあるものは海外でも受け入れられる可能性があり価格も問題とならない。
◼ 【製】アジアでは日本製皮革製品の購入経験者は少ないが購入意向は高い。日本製への品質やデザイン等の信頼度は高い。／等

◼ 【製】製品のベースは同じだが、各国のニーズによって販売するラインナップは変える。
◼ 【製、タ】革製品における日本製のメリットはなく、「Made in Japan」を打ち出すと「日本製＝高い」として顧客からは敬遠されてしまいチャンスを逃す。
◼ 【タ】日本のタンナーは環境対応への意識が低い。一方、世界的には環境対応は必須の流れ。／等

◼ 【製、タ】海外展開やブランド化には先行投資が多く、最初の3-5年は赤字（ただし、軌道に乗れば長続きさせられる）。／等

構造的課題・特徴

◼ 【製、タ】イタリア皮革製品メーカーは、卸を介さずにタンナーから直接素材調達を行うモデル。素材の時点から製品の企画を意識。日本の皮革関連
産業は卸を介した分業型モデル。製品の企画から、生産、販売までを一貫して手がける事業形態を採る事業者は少ない。

◼ 【製、タ】 （輸出すると）輸送費分のコストが上乗せされるので、競争力が落ちる
◼ 【製】海外展示会に出展する皮革製品メーカーが少ない（出展することで顧客が期待するものを確認できる）。
◼ 【製、タ】TOD‘Sやプラダやグッチなどイタリアのアパレルブランドの国際的な地位が1980年代に確立し、そのブランド力の高まりに牽引されたかたちでイ

タリア製皮革のブランド力が向上した。／等

（出所）過年度の経済産業省委託事業報告書を基にMURC作成。【製】は皮革製品に関する指摘、【タ】はタンナーに関する指摘を示している。
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３．海外展開・ブランド力強化の課題整理

（１）国内外市場における低い認知度

◼ 【革、製品】一部を除き国内・海外市場で国産皮革及び国産皮革製品ブランドは消費者に認知

されていない。日本国内で十分に認知されていないものを海外消費者に販売することは容易では

ない。

◼ 【革】サプライチェーンが細分化され、タンナーと消費者の距離が遠く、国内でも、革の良さが消費

者に届いていない。

◼ 【革、製品】国産であることをわかりやすく示す認証等がない（イタリアにはイタリア産皮革製品であ

ることを示す認証がある。ただし、過年度事業ではその認証は効果的に機能していないとの指摘あ

り）。
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３．海外展開・ブランド力強化の課題整理

（２）海外市場における弱いブランド力

◼ 【製品】アジア市場でも皮革製品は欧米ブランドが人気。欧米ブランドのほうがファッション性が高い、

革の質感が良い、広告が魅力的、品ぞろえが充実している、品質が保証されているといった長所

があると認識されている。

◼ 【革】（消費者への訴求という意味において）国産皮革であることの優位性がないのであれば、皮

革製品メーカーにとってあえて原材料として国産皮革を使用する必要はなく、国産皮革を使ってい

たとしても消費者にそのことをアピールすることもない。国産皮革やタンナーのブランド力がわかりやす

く見えないと消費者に訴求しないため、皮革製品メーカーとしては付加価値向上の観点で国産皮

革を使いづらいが、国内には消費者に認知されているタンナーが少ない。

◼ 【革、製品】海外で「メイド・イン・ジャパン」への信頼感や日本人がしっかりしている・まじめであると

いった評価の存在することに対しては肯定意見と否定意見がわかれるが、「メイド・イン・ジャパン」で

あることや日本人の職人がつくった革製品であることのアピールは有効との指摘がある。
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３．海外展開・ブランド力強化の課題整理

（３）弱い営業力・海外市場開拓力

◼ 【革、製品】日本は国内市場が大きかったため国内市場を相手にしたビジネスが成り立っていた。

皮革産業が盛んな主要国の一つであるイタリアは国内市場が小さく（人工は6,000万人弱）、

海外展開せざるを得ない背景があった。

◼ 【革】日本の皮革産業のサプライチェーンは細分化されており、皮革製品メーカーは素材を革問屋

から調達している。皮革製品メーカーと国内タンナーとの直接取引は少なく、双方とも革問屋に依

存した取引形態となっている。結果、タンナーは自ら営業して取引先を開拓することが少なくなって

いる。過年度事業で調査したイタリアのタンナーは、自ら海外展開をしたり、欧州ラグジュアリーブラ

ンドなどに営業をしたり自ら取引先を開拓していた。

◼ 【製品】海外展開をする上で展示会や見本市は有効な手段の一つであり、継続的に出展するこ

とで海外の顧客や市場のニーズを知る機会にもなる。しかし、過年度事業調査では、日本の皮革

製品メーカーは海外の展示会に出ていないとの指摘がされている。
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３．海外展開・ブランド力強化の課題整理

（４）LWG認証取得の遅れ

◼ 【革】海外展開（特に欧米）をするにはLWG認証はほぼ必須である。

◼ 【革】アジア（インドやバングラデシュ）など、LWG認証を取得し、品質も保証されている皮革を安

く生産できるタンナーが存在している。

国 事業者数 国 事業者数

日本 7 パキスタン 51

中国 242 タイ 20

インド 273 ベトナム 25

バングラデシュ 7 イタリア 274

Site Type: Leather Manufacturer

Rating: All

（出所）LWGウェブサイト

LWG認証取得サプライヤー数（2025年2月28日時点）
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国内皮革産業のあるべき姿と行動目標・ロードマップ

～国内皮革産業の革新に向けて～

経済産業省

一般社団法人 日本皮革産業連合会

■巻末資料
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頁 図表番号

9 本文
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本文

200-
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本文

207
巻末

資料全体

受注事業者名：三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社

報告書の題名：令和6年度皮革産業振興対策調査等
（国内皮革産業の維持・発展に向けた調査事業）
調査報告書

委託事業名：令和6年度皮革産業振興対策調査等

二次利用未承諾リスト

（国内皮革産業の維持・発展に向けた調査事業）

タイトル

２．検討委員会の委員

Ⅱ-３．海外展開に関する調査

国内皮革産業のあるべき姿と行動目標・ロードマッ
プ～国内皮革産業の革新に向けて～（経済産業省
一般社団法人日本皮革産業連合会）

Ⅱ．日本製の皮革及び皮革製品の国内外普及拡
大のための調査




